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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
あ
る
プ
ラ

イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
で
毎
夏
恒
例

の
無
料
映
画
上
映
会
「
ム
ー
ビ

ー
ナ
イ
ト
」
が
、
9
月
14
日
ま

で
の
毎
週
月
曜
夜
に
開
催
さ
れ

て
い
る
。
公
園
内
の
芝
生
エ
リ

ア
に
レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
や
ブ
ラ

ン
ケ
ッ
ト
を
敷
き
、
寝
転
ん
だ

り
持
参
し
た
フ
ー
ド
や
ド
リ
ン

ク
を
食
べ
な
が
ら
映
画
を
観
る

ピ
ク
ニ
ッ
ク
ス
タ
イ
ル
で
、
ハ

リ
ウ
ッ
ド
の
往
年
の
名
作
か
ら

比
較
的
新
し
い
ヒ
ッ
ト
作
ま

で
、
幅
広
い
年
代
の
映
画
が
楽

し
め
る
。
芝
生
開
放
は
午
後
５

時
、
映
画
上
映
は
８
時
か
ら
。

　

上
映
作
品
は
、
27
日
『
ト

ゥ
ル
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ー
（The 

Truman Show

）』 

、
8
月
３

日
『
ブ
リ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
の
日
記 

（Bridget Jones's 
Diary

）』、
10
日
『
キ
ャ
ッ
チ
・

ミ
ー
・
イ
フ
・
ユ
ー
・
キ
ャ
ン

（Catch Me If You Can

）』、

17
日
『
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ゴ

ッ
ド
（ City of God

）』、
24

日
『
闇
に
響
く
声
（King 

Creole

）』 

、
31
日 

『
ノ
ー
カ

ン
ト
リ
ー
（No Country 

for Old Men

）』、
9
月
7
日 

『
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
・
ク
エ
ス
ト

（Galaxy Quest

）』、14
日
『
恋

に
お
ち
た
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

（Shakespeare in Love

）』。

詳
細
は
公
式
サ
イ
トhttps://

bryantpark.org/activities/
movie-nights

を
参
照
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
恒
例
の
食

の
祭
典
「
Ｎ
Ｙ
Ｃ
レ
ス
ト
ラ
ン

ウ
ィ
ー
ク
」
夏
版
の
予
約
受
付

が
始
ま
っ
た
。
開
催
期
間
は
7

月
20
日
か
ら
8
月
16
日
ま
で

で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
、
ク
イ
ー
ン
ズ
、
ブ
ロ

ン
ク
ス
、
ス
タ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン

ド
の
5
区
に
あ
る
６
０
０
店
以

上
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
参
加
す

る
。

　

期
間
中
は
、
ラ
ン
チ
ま
た
は

デ
ィ
ナ
ー
の
プ
リ
フ
ィ
ッ
ク
ス

（
コ
ー
ス
）
メ
ニ
ュ
ー
を
30
ド

ル
、
45
ド
ル
、
60
ド
ル
の
3
価

格
帯
で
提
供
。
人
気
店
の
定
番

料
理
に
加
え
、
こ
の
期
間
限
定

の
特
別
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
す
る

店
舗
も
あ
り
、
通
常
よ
り
手
頃

な
価
格
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
多

彩
な
食
文
化
を
楽
し
め
る
。
参

加
店
に
よ
っ
て
は
提
供
期
間
を

レ
イ
バ
ー
・
デ
ー
（
9
月
7
日
）

ま
で
延
長
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
観
光
・
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
局
の
ジ
ュ
リ

ー
・
コ
ー
カ
ー
社
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ

は
、「
5
区
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化

や
個
性
豊
か
な
料
理
を
気
軽
に

味
わ
え
る
絶
好
の
機
会
」
と
述

べ
、
地
域
の
飲
食
店
へ
の
経
済

効
果
に
も
期
待
を
示
し
た
。
マ

ム
ダ
ニ
市
長
も
「
お
気
に
入
り

の
店
だ
け
で
な
く
、
新
し
い
レ

ス
ト
ラ
ン
と
の
出
会
い
を
楽
し

み
な
が
ら
地
元
ビ
ジ
ネ
ス
を
支

援
し
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

ア
ム
ト
ラ
ッ
ク
や
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
ビ
ア
ー
ド
財
団
、

OpenTable

な
ど
が
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
を
務
め
、

今
夏
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
代
表

す
る
グ
ル
メ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

国
内
外
か
ら
多
く
の
来
訪
者
を

迎
え
る
。

夏
の
野
外

映
画
上
映

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク

NY市レストランウィーク
600店が特別メニュー

8月16日まで実施中

「
グ
ッ
ド
モ
ー
ニ
ン
グ
・
ベ
ト
ナ
ム
」
を
観
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
（
20
日
午
後
８
時
、
三
浦
良
一
撮
影
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
市
長
は
18
日
、

イ
ス
ラ
エ
ル
の
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
・

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
が
９
月
の
国

連
総
会
に
出
席
す
る
た
め
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
を
訪
れ
た
場
合
、
国

際
刑
事
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
、
本

部
：
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
）
の

逮
捕
状
に
基
づ
い
て
拘
束
で
き

る
か
、
市
法
務
部
や
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
警
と
協
議
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
・
タ
イ
ム
ズ
の
18
日
付
「
ザ
・

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」
で
、「
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
氏
は
訴
追
さ
れ
た
戦

争
犯
罪
人
で
、
ハ
ー
グ
に
い
る

べ
き
だ
」
と
述
べ
、
逮
捕
の
可

能
性
を
め
ぐ
り
市
の
法
務
部
な

ど
と
「
活
発
な
協
議
」
を
続
け

て
い
る
と
語
っ
た
。
一
方
、
逮

捕
を
可
能
に
す
る
た
め
市
の
法

律
を
改
正
す
る
考
え
は
な
い
と

し
、
現
行
法
の
範
囲
内
で
対
応

す
る
と
強
調
し
た
。

　

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
昨
年
の
市
長

選
挙
中
か
ら
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
氏

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
訪
問
す
れ

ば
逮
捕
す
る
と
表
明
し
て
い

た
。
今
回
の
発
言
は
、
就
任
後

も
方
針
を
維
持
し
な
が
ら
、
実

際
に
市
長
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市

警
に
権
限
が
あ
る
か
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の

だ
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
２
０
２
４
年
11

月
、
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
ガ
ザ

で
の
戦
争
犯
罪
と
人
道
に
対
す

る
罪
の
疑
い
で
、
ネ
タ
ニ
ヤ
フ

氏
に
逮
捕
状
を
出
し
た
。
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
氏
と
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府

は
容
疑
を
否
定
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に

は
管
轄
権
が
な
い
と
反
発
し
て

い
る
。
米
国
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
設
立

条
約
に
加
盟
し
て
お
ら
ず
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ
の
逮
捕
状
が
米
国
内
で
直

接
執
行
で
き
る
か
は
不
透
明

だ
。
外
国
政
府
首
脳
の
免
責
や

国
連
総
会
出
席
者
の
扱
い
も
関

係
す
る
た
め
、
元
検
察
官
ら
か

ら
は
、
市
長
や
市
警
が
単
独
で

逮
捕
す
る
こ
と
は
困
難
と
の
指

摘
が
出
て
い
る
。
ち
な
み
に
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
は
20
日
「
逮
捕

さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
」

と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
逮
捕
か
国連総会来たら

サ
イ
ク
ロ
ス
ポ
ー
ラ
症

Ｎ
Ｙ
州
で
感
染
が
拡
大

 　

Ｎ
Ｙ
州
保
健
局
は
９
日
、
Ｎ

Ｙ
市
内
２
７
３
人
を
含
む
同
州

在
住
の
約
４
０
０
人
の
市
民
が

寄
生
虫
が
原
因
の
サ
イ
ク
ロ
ス

ポ
ー
ラ
症
に
感
染
し
た
と
発
表

し
た
。
汚
染
さ
れ
た
食
品
や
水

を
摂
取
す
る
こ
と
で
感
染
す
る

が
致
死
性
は
な
い
。
米
疫
病
予

防
管
理
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）

に
よ
る
と
同
感
染
症
で
国
内
で

80
人
以
上
が
入
院
し
た
。

マ
ム
ダ
ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
が
検
討
表
明

芝
生
の
上
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
な
が
ら

https://www.restaurantnippon.com/
https://goshikiprinting.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://bryantpark.org/activities/movie-nights
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◆
大
石
育
子
の
◆

暮
ら
し
の

テ
ー
ブ
ル

◆
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
親
し
ん
だ

モ
ダ
ン
シ
ノ
ワ
ズ
リ

　

皆
さ
ま
、
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
私
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
長
年
親
し
ん

で
き
た
モ
ダ
ン
シ
ノ
ワ
ズ
リ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
取
り
入
れ
た
、

夏
の
お
も
て
な
し
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

◆
モ
ダ
ン
シ
ノ
ワ
ズ
リ
を
彩
る

テ
ー
ブ
ル

　

ベ
ー
ス
に
は
、
私
が
レ
ッ
ス

ン
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
で
も
愛
用

し
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
製
ジ
ャ
カ

ー
ド
織
の
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を

使
用
し
ま
し
た
。
織
り
が
生
み

出
す
上
品
な
表
情
は
、
ロ
イ
ヤ

ル 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
ブ
ル

ー
＆
ホ
ワ
イ
ト
や
古
伊
万
里
と

も
美
し
く
調
和
し
、
モ
ダ
ン
シ

ノ
ワ
ズ
リ
な
ら
で
は
の
奥
行
き

を
演
出
し
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
ピ
ー
ス
に
は
竹
の

二
段
重
を
あ
え
て
一
段
ず
つ
に

分
け
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
と
ブ

ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
の
実
を
添
え
た

グ
リ
ー
ン
と
チ
ン
ツ
柄
の
浮
き

玉
を
飾
り
ま
し
た
。
テ
ー
ブ
ル

に
も
浮
き
玉
を
あ
し
ら
い
、
夏

ら
し
い
涼
感
を
演
出
。
中
央
に

は
唐
獅
子
の
香
炉
を
オ
ブ
ジ
ェ

と
し
て
配
し
、
龍
の
モ
チ
ー
フ

を
取
り
入
れ
た
ナ
プ
キ
ン
が
ア

ク
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
培
っ
た
感
性

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
国
や
ジ

ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
魅
力
を
調
和
さ
せ
一
つ

の
世
界
観
に
ま
と
め
ま
し
た
。

◆
テ
ー
ブ
ル
小
物
で
広
が
る
お

も
て
な
し

　

近
年
、
日
本
で
は
ペ
ー
パ
ー

エ
ン
ボ
ス
を
取
り
入
れ
た
カ
ー

ド
や
テ
ー
ブ
ル
小
物
づ
く
り
が

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
多
く

の
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
Ｎ
Ｙ 

流
の
お
も
て
な
し
」
の
番
外
編

と
し
て
、
テ
ー
ブ
ル
小
物
編
の

レ
ッ
ス
ン
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、LUTERU DESIGN 

シ
ノ
ワ
ズ
リ
エ
ン
ボ
ス
テ
ン

プ
レ
ー
ト
（
試
作
品
）
と 

SIZZIX JAPAN 

正
規
代
理
店

（
株
）Chapstablook 

に
よ
る

マ
シ
ン
エ
ン
ボ
ス
や
ダ
イ
カ
ッ

ト
を
組
み
合
わ
せ
、「
福
」
や

「
寿
」
の
吉
祥
文
様
を
取
り
入

れ
た
メ
ニ
ュ
ー
カ
ー
ド
や
箸

袋
、
席
札
、
バ
ー
ス
デ
ー
カ
ー

ド
な
ど
を
様
々
な
も
の
を
制
作

し
て
い
ま
す
。
紙
が
生
み
出
す

テ
ー
ブ
ル
小
物
で
広
が
る
ペ
ー
パ
ー
エ
ン
ボ
ス
の
魅
力

繊
細
な
立
体
感
は
、
テ
ー
ブ
ル

全
体
の
世
界
観
を
よ
り
豊
か
に

演
出
し
て
く
れ
ま
す
。

　

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

は
、
食
器
だ
け
で
な
く
、
小
さ

な
テ
ー
ブ
ル
小
物
ま
で
テ
ー
マ

を
統
一
す
る
こ
と
で
、
お
も
て

な
し
の
印
象
が
よ
り
深
ま
り
ま

す
。
季
節
を
感
じ
る
食
卓
づ
く

り
の
ヒ
ン
ト
と
し
て
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。

大
石
育
子(Ikuko Oishi)

　

イ
ン
テ
リ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
、
食
空
間
プ
ラ
ン
ナ

ー
、
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

講
座
講
師
。
東
京
ド
ー
ム
テ
ー

ブ
ル
ウ
ェ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

２
０
１
９
年
入
選
、
２
０
２
０ 

年 
2 

部
門
で
入
選
＆
奨

励
賞
受
賞
。
２
０
２
３ 

年 
2 
部
門
で
入
選
＆
佳
作
受
賞
。

atelierdeikukonewyork.
themedia.jp

http://newyork-apartment-realestate.com
http://hinomaru-limo.com
http://jaany.org/
http://kkobo.com/
atelierdeikukonewyork.themedia.jp
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カ
ナ
ダ
で
発
生
し
て
い
る
大
規
模

な
山
火
事
の
煙
が
米
国
北
東
部
へ
広

が
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
は
16
日
、

猛
暑
と
重
な
る
形
で
空
が
か
す
む
状

況
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
当

局
は
市
内
と
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
を

対
象
に
大
気
質
健
康
注
意
報
を
出
し
、

住
民
に
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

米
国
立
気
象
局
（
Ｎ
Ｗ
Ｓ
）
に
よ

る
と
、
こ
の
週
で
市
内
の
最
高
気
温

は
華
氏
99
度
（
摂
氏
約
37
度
）
ま
で

上
昇
し
、
煙
の
影
響
に
よ
り
日
中
に

か
け
て
大
気
の
状
態
が
悪
化
す
る
可

能
性
が
高
く
な
っ
た
。

　

煙
は
カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
な

ど
で
続
く
山
火
事
に
よ
る
も
の
で
、

カ
ナ
ダ
森
林
火
災
情
報
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
と
、
国
内
で
は
50
件
以
上
の
山

火
事
が
発
生
し
て
お
り
、
西
部
・
中

部
オ
ン
タ
リ
オ
州
を
中
心
に
延
焼
が

続
い
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
保

健
局
の
ア
リ
ス
タ
ー
・
Ｆ
・
マ
ー
テ

ィ
ン
局
長
は
、「
今
週
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
は
、
猛
暑
と
山
火
事
の
煙
と
い

う
二
つ
の
環
境
上
の
健
康
リ
ス
ク
に

直
面
し
て
い
る
」
と
述
べ
、「
で
き
る

だ
け
冷
房
の
効
い
た
屋
内
で
過
ご
す

こ
と
が
最
も
安
全
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

米
国
立
気
象
局
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
を
含
む
広
い
地
域
に
熱
中
症
警
報

を
発
令
、
全
米
で
約
1
億
人
が
危
険

な
暑
さ
の
影
響
を
受
け
た
。（Milana 

Pavlova

、
写
真
・
植
山
慎
太
郎
）

 日本クラブからのお知らせ
■タングルウッド音楽祭・日帰りバスツアー 

●日時：7月 26日（日）7:30AMマンハッタン・ミッ
ドタウンに集合 /10:00PM頃ミッドタウン到着予定

 ●参加費：会員 $265/一般 $295（チケットと往復
のバス代・ガイド費込み）

 美しい自然に囲まれるタングルウッドで、今大注
目の若手バイオリニスト・HIMARIさんとボストン
交響楽団の共演をご鑑賞いただきます。指揮はア
ンドリス・ネルソンス氏。ステージ中央の屋根付
きのお席をご用意しておりますので、臨場感あふ
れる距離でお楽しみください。また、今回のツアー
はバスの乗降場所が 1）マンハッタン・ミッドタウ
ン）、2）White Plains駅前の 2箇所 になります。

■第 49回日本クラブ会長杯軟式野球大会は
 KPMG LLP が優勝
 

本年度の野球大会は 5月から予選リーグがランドー
ルズアイランド球場でスタートし、6月末に決勝戦
が行われ、今年は KPMG LLPが優勝の栄冠に輝き
ました。また、2位は前回王者の米州住友商事、3
位は北米三菱商事と三菱 UFJ銀行の 2チームが入
賞しました。日本クラブでは野球、テニス、ゴル
フ大会などのスポーツイベントを定期的に開催し
ております。イベントのご案内、入会などにご興
味のある方は下記のウェブサイトをご覧ください。

詳細・イベントのお申し込みは
下記ウェブサイトをご覧ください。

The Nippon Club, Inc.
604 5th Ave, New York, NY 10020　

Tel: 212-581-2223　info@nipponclub.org
www.nipponclub.org 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
廣
瀬
公
美
さ
ん

の
個
展
「Crazy joy time for 

you

」
が
、
8
月
2
日
（
日
）

ま
で
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
のThe 

W
hale Building

で
開
催
さ
れ

て
い
る
。
会
場
で
は
新
作
を
含

む
18
点
を
展
示
し
、
鮮
や
か
な

色
彩
と
ポ
ッ
プ
ア
ー
ト
を
思
わ

せ
る
独
自
の
世
界
観
で
、
人
間

の
多
様
な
感
情
を
表
現
し
て
い

る
。
入
場
無
料
。

　

作
品
に
は
、
目
、
花
、
涙
、

イ
チ
ゴ
、
さ
く
ら
ん
ぼ
、
唇
、

そ
し
て
神
秘
的
な
生
き
物
た
ち

が
繰
り
返
し
登
場
し
、
不
安
や

喜
び
、
悲
し
み
、
怒
り
、
期
待

な
ど
、
私
た
ち
が
日
々
抱
く
感

情
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
象
徴
す
る

モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
か
れ
る
。

一
見
す
る
と
明
る
く
華
や
か
な

画
面
の
奥
に
は
、喜
び
と
狂
気
、

美
し
さ
と
混
沌
が
共
存
し
、「
見

る
人
に
力
強
い
励
ま
し
を
届
け

た
い
」
と
い
う
作
家
の
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
「
作
品
を
通
し

て
、
鑑
賞
者
が
自
分
自
身
の
自

由
な
感
情
と
再
び
つ
な
が
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と
話
し

て
い
る
。
会
場
はThe W

hale 
Building

（14 53rd St., 3rd 
Floor, Brooklyn

）。
開
館
は

土
・
日
曜
午
後
１
時
〜
６
時
。

問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｃ
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
作
家
プ
ロ
フ
ィ
ー

ル
は
廣
瀬
さ
ん
の
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
。
展
示

作
品
に
は
「Strawberry of 

love

」
な
ど
が
並
び
、
感
情
と

想
像
力
に
満
ち
た
世
界
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

廣
瀬
公
美
が
個
展

人
間
の
多
様
な
感
情
表
現

カ
ナ
ダ
の
山
火
事
で
大
気
汚
染

米
北
東
部
包
む

https://www.instagram.com/hi_collar/
https://giip-global.com/ja/
http://jmart-usa.com/
http://shinbashi72.com/
https://www.xn--7rs62al7ob5lwrlmijqwx.com/
http://myriverside.net/home
mailto:212-581-2223%E3%80%80info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

移
民
法
に
関
し
て
の
方
針
お

よ
び
状
況
に
関
し
て
は
、
ほ
と

ん
ど
毎
週
何
か
の
新
方
針
に
関

し
て
の
発
表
が
あ
り
ま
す
の

で
、
私
共
移
民
法
を
扱
っ
て
い

る
弁
護
士
は
そ
の
対
応
に
追
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
、
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子
供
の
国

籍
、
Ｆ
ー
１
ビ
ザ
と
Ｊ
ー
１
ビ

ザ
に
関
し
て
の
新
規
則
に
つ
い

て
お
伝
え
し
ま
す
。

① 

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子

供
の
国
籍

　

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子
供

が
ア
メ
リ
カ
の
市
民
権
、
つ

ま
り
国
籍
を
取
得
で
き
る
の

は
、
１
８
６
８
年
の
米
国
合
衆

国
憲
法
修
正
第
14
条
で
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に

Birthright Citizenship 
（
出

生
地
主
義
）
と
言
わ
れ
る
も
の

で
す
。
た
と
え
両
親
が
ア
メ
リ

カ
で
の
移
民
法
上
の
ス
テ
ー
タ

ス
が
な
く
て
も
子
供
が
ア
メ
リ

カ
で
生
ま
れ
た
限
り
、
子
供
に

こ
の
権
利
を
与
え
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
昨
年
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
が
、
子
供
の
親
の
う

ち
１
人
が
ア
メ
リ
カ
市
民
で
あ

る
、
両
親
と
も
に
永
住
権
取
得

者
で
な
い
と
こ
の
権
利
を
認
め

な
い
と
い
う
大
統
領
令
を
出
し

ま
し
た
。
こ
の
大
統
領
令
の
出

生
地
主
義
制
限
の
根
拠
は
、
子

ア
メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子
供
の

国
籍
お
よ
び
Ｆ
ー
１
ビ
ザ
と

Ｊ
ー
１
ビ
ザ
の
新
規
則
に
つ
い
て

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

② 

Ｆ
ー
１
ビ
ザ
と
Ｊ
ー
１
ビ

ザ
に
関
し
て
の
新
規
則

　
７
月
16
日
に
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
国
土
安
全
保
障
省
が
、
Ｆ
ー

１
ビ
ザ
と
Ｊ
ー
１
ビ
ザ
に
関
し

て
新
規
則
を
発
表
し
ま
し
た
。

供
に
市
民
権
を
与
え
る
た
め
だ

け
に
、
ア
メ
リ
カ
に
一
時
的
に

滞
在
し
た
り
、
不
法
入
国
す
る

人
を
防
ぐ
た
め
と
い
う
も
の
だ

っ
た
よ
う
で
す
。
確
か
に
子
供

を
産
む
た
め
の
ツ
ア
ー
が
多
く

存
在
す
る
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
政

府
は
把
握
し
て
い
ま
す
。
こ
の

大
統
領
令
が
実
施
さ
れ
た
な
ら

ば
、
合
法
的
に
ア
メ
リ
カ
滞
在

中
に
出
産
し
た
夫
婦
の
子
供

は
、
ア
メ
リ
カ
の
国
籍
を
得
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

中
に
は
、
難
民
で
本
国
に
は
ア

メ
リ
カ
で
の
子
供
の
出
生
を
報

告
で
き
な
い
人
も
い
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
人
々
の
子
供
は
国
籍

が
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
６
月
30
日
に
最

高
裁
判
所
に
お
い
て
こ
の
大
統

領
令
は
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
現

段
階
で
は
、
今
ま
で
通
り
、
ア

メ
リ
カ
で
生
ま
れ
た
子
供
た
ち

は
、
自
動
的
に
ア
メ
リ
カ
国
籍

• 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ　

Ｏ
Ｐ
Ｔ
（
理
数

系
や
技
術
系
を
専
攻
し
た
学
生

の
実
務
経
験
）
は
現
時
点
ま
で

は
３
年
間
許
可
さ
れ
て
い
た
と

こ
ろ
２
年
に
縮
小
す
る
。

　

こ
の
新
規
則
が
施
行
さ
れ
る

の
は
今
年
の
９
月
15
日
か
ら
で

す
。
も
し
４
年
間
の
う
ち
学
業

を
修
了
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
Ｉ
ー
５
３
９
と
い
う
申
請

フ
ォ
ー
ム
を
使
用
し
て
、
Ｆ
ー

１
や
Ｊ
ー
１
ビ
ザ
の
延
長
申
請

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
Ｆ
ー
１
や
Ｊ
ー
１
ビ
ザ

を
所
持
し
て
ア
メ
リ
カ
に
滞
在

し
て
い
る
人
た
ち
は
、
Ｉ
ー
20

フ
ォ
ー
ム
や
Ｄ
Ｓ
ー
２
０
１
９

が
有
効
な
ら
ば
、
引
き
続
き
ア

メ
リ
カ
で
勉
学
を
続
け
ら
れ
ま

す
。
た
だ
し
、
２
０
２
６
年
９

月
15
日
か
ら
４
年
が
最
少
期
限

で
そ
れ
以
上
は
滞
在
期
限
が
延

ば
せ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
ゆ

え
、
今
後
は
、
Ｆ
ー
１
学
生
ビ

ザ
が
切
れ
て
も
Ｉ
ー
20
だ
け
を

延
々
と
延
長
し
て
ア
メ
リ
カ
に

滞
在
す
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
す
。

（
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
）

従
来
と
異
な
る
新
規
則
は
次
に

な
り
ま
す
。

・
以
前
は
５
年
の
学
生
ビ
ザ
が

発
行
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
４

年
に
限
定
さ
れ
る
。

・
ア
メ
リ
カ
入
国
時
に
滞
在
期

限
を
Ｄ
／
Ｓ
（
学
業
が
修
了
す

る
ま
で
の
滞
在
）
を
廃
止
し
、

期
間
を
限
定
す
る
。

・
修
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
わ
っ

た
後
の
60
日
間
の
猶
予
期
間

（
Ｏ
Ｐ
Ｔ
と
い
う
卒
業
後
の
実

務
経
験
申
請
を
し
た
り
、
他
の

ビ
ザ
へ
の
変
更
申
請
を
し
た

り
、
本
国
に
帰
国
す
る
準
備
を

す
る
期
間
）
を
30
日
に
変
更
す

る
。

　

米
国
人
成
人
の
多
く
が
16
歳

以
下
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
禁
止
を
望

ん
で
い
る
こ
と
が
、
ピ
ュ
ー
研

究
所
が
１
日
に
公
表
し
た
世
論

調
査
結
果
で
分
か
っ
た
。

　

同
研
究
所
は
５
月
26
日
か

ら
６
月
１
日
ま
で
、
成
人

９
７
５
０
人
を
対
象
に
子
供
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
に
関
す
る
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。
16
歳
以

下
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
禁
止
を
「
支

持
す
る
」
は
56
％
で
「
反
対
」

は
21
％
「
分
か
ら
な
い
」
は
23

％
だ
っ
た
。「
支
持
す
る
」
の

子
供
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
禁
止

56
％
が
「
賛
成
」

　

千
年
以
上
受
け
継
が
れ
る
チ

ベ
ッ
ト
の
智
慧
を
体
験
す
る
特

別
イ
ベ
ン
ト
「
ホ
ワ
イ
ト
マ
ハ

カ
ラ
結
縁
灌
頂（
祝
福
の
儀
式
）

と
法
話
会
」
が
8
月
8
日
（
土
）

午
後
２
時
か
ら
、
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
に
あ
るNew York Zendo 

Shobo-ji

（
東
67
丁
目
２
２
３

番
地
） 

で
開
催
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
は
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14

世
よ
り
転
生
者
と
し
て
認
定
さ

れ
た
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
高
僧
ザ
・

チ
ョ
ジ
ェ
・
リ
ン
ポ
チ
ェ
師
を

迎
え
て
、
チ
ベ
ッ
ト
の
智
慧
や

文
化
に
触
れ
、
忙
し
い
日
常
か

ら
少
し
離
れ
て
、
自
分
自
身
を

見
つ
め
直
す
時
間
を
過
ご
す
た

め
の
文
化
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
。
ザ
・
チ
ョ
ジ
ェ
・

リ
ン
ポ
チ
ェ
師
は
16
歳
の
時
、

第
14
世
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
法
王
よ

り
チ
ベ
ッ
ト
・
カ
ム
地
方
の
高

僧
「
ザ
・
チ
ョ
ジ
ェ
」
の
第
六

世
転
生
者
と
し
て
認
定
。
そ
の

後
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
最
高
学
位

「
ゲ
シ
ェ
・
ハ
ラ
ン
パ
」
を
取

得
し
、
現
在
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
を
拠
点
に
、日
本
、

台
湾
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な

ど
世
界
各
地
で
、
人
々
が
よ
り

豊
か
に
生
き
る
た
め
の
智
慧
を

伝
え
て
い
る
。

　

ホ
ワ
イ
ト
マ
ハ
カ
ラ
は
、
チ

ベ
ッ
ト
で
古
く
か
ら
大
切
に
受

け
継
が
れ
て
き
た
智
慧
と
慈

悲
、
守
護
、
そ
し
て
豊
か
さ
を

象
徴
す
る
存
在
。
今
回
行
わ
れ

る
「
結
縁
灌
頂
」
は
、
そ
の
智

慧
に
触
れ
る
た
め
の
伝
統
的
な

祝
福
の
儀
式
と
な
る
。

　

御
喜
捨
（
参
加
費
）
は
、
7

月
31
日
ま
で
の
申
し
込
み
で

３
６
９
ド
ル
（
通
常
５
０
０

ド
ル
）。
読
者
限
定
優
待
と

し
て
申
し
込
み
時
に
割
引
コ

ー
ド
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」
を
入
力
す

る
と
３
３
３
ド
ル
。
問
い
合

わ
せ
は
メ
ー
ルyukop12@

gmail.com

（
ゆ
う
こ
さ
ん
）

ま
で
。
申
し
込
み
はhttps://

Rinpoche.eventbrite.com

か
ら
。

ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
14
世
認
定
の
高
僧

Ｎ
Ｙ
で
８
月
８
日
法
話
会

回
答
者
の
年
齢
層
は
幅
広
く
、

政
治
思
想
も
民
主
・
共
和
の
差

は
な
か
っ
た
。
自
身
の
子
供
の

有
無
は
ほ
ぼ
結
果
に
影
響
し
て

い
な
い
が
、
年
齢
が
低
い
子
供

を
持
つ
親
の
方
が
比
較
的
多
か

っ
た
。「
支
持
す
る
」
の
な
か

で
も
「
子
供
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ア
カ
ウ

ン
ト
開
設
は
保
護
者
の
同
意
が

あ
る
べ
き
だ
」
と
思
っ
て
い
る

の
は
85
％
、「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
が
年
齢
確
認
を
行

う
べ
き
」
は
78
％
、「
子
供
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
の
制
限
時
間
を
設

け
る
べ
き
」
も
同
じ
く
78
％
だ

っ
た
。

　

現
在
、
複
数
の
州
が
テ
ィ
ー

ン
エ
イ
ジ
ャ
ー
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用

規
制
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
強
化
を

試
み
て
お
り
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州

は
昨
年
、
16
歳
未
満
の
使
用
に

保
護
者
の
同
意
を
義
務
づ
け
る

制
度
を
設
け
た
が
12
月
に
憲
法

違
反
と
し
て
無
効
と
な
っ
た
。

同
様
に
テ
キ
サ
ス
州
も
18
歳
以

下
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
使
用
禁
止
の
法
案

を
提
出
し
た
が
同
州
議
会
上
院

で
否
決
し
た
。

　

慶
應
義
塾
大
学
卒
業
生
の
同

窓
会
組
織
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
三
田
会
は
９
月
２
日
（
水
）

午
後
７
時
か
ら
、
ハ
ー
バ
ー
ド

ク
ラ
ブ
（
西
44
丁
目
35
番
地
）

で
総
会
を
開
催
す
る
。
海
外
に

あ
る
三
田
会
組
織
の
中
で
最
大

の
規
模
と
な
っ
て
い
る
同
会
の

総
会
は
、
世
代
を
超
え
て
毎
年

１
５
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
集

う
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
る
。

　

会
費
は
、
塾
員
と
同
伴
者
は

２
１
０
ド
ル
、
学
生
は
１
３
０

ド
ル
。
当
日
は
、
着
席
式
デ
ィ

ナ
ー
に
加
え
て
立
食
形
式
の

デ
ザ
ー
ト
バ
ー
も
用
意
さ
れ

る
。
ま
た
、
数
多
く
の
豪
華
賞

品
が
当
た
る
福
引
き
大
会
も
実

施
す
る
。
総
会
の
詳
細
や
申
し

込
み
方
法
な
ど
に
関
し
て
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://www.

nymitakai.com

を
参
照
。

NY三田会が総会
９月２日ハーバードクラブで
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
7
月
15

日
か
ら
16
日
に
か
け
て
、
カ
ナ

ダ
の
山
火
事
の
煙
（
関
連
記
事

３
面
に
）
と
猛
暑
が
重
な
り
、

18
日
に
は
強
い
雷
雨
に
よ
る
豪

雨
と
鉄
砲
水
の
危
険
に
見
舞
わ

れ
た
。

　

カ
ナ
ダ
・
オ
ン
タ
リ
オ
州
西

部
な
ど
で
続
く
山
火
事
の
煙
が

南
下
し
、
15
日
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
市
の
空
を
灰
色
の
も
や
が

覆
っ
た
。
煙
に
含
ま
れ
る
Ｐ
Ｍ

２
・
５
は
肺
の
奥
深
く
ま
で
入

り
込
み
、
心
臓
や
呼
吸
器
に
影

響
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
る
。
市

は
屋
外
で
の
激
し
い
運
動
を
控

え
、
外
出
時
に
は
Ｎ
95
や
Ｋ
Ｎ

95
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
呼

び
か
け
た
。
学
校
や
公
園
の
屋

外
行
事
も
屋
内
へ
変
更
さ
れ
、

冷
房
施
設
や
図
書
館
な
ど
で
は

マ
ス
ク
が
配
布
さ
れ
た
。

　

煙
害
は
猛
暑
と
も
重
な
っ

た
。
15
日
は
気
温
が
華
氏

１
０
０
度
（
摂
氏
約
38
度
）
近

く
、
体
感
温
度
は
１
０
２
〜

１
０
３
度
（
同
約
39
〜
40
度
）

に
達
す
る
と
の
予
報
が
出
さ

れ
、
市
は
冷
房
の
効
い
た
屋
内

で
過
ご
す
よ
う
勧
告
。
窓
を
閉

め
れ
ば
煙
は
防
げ
る
一
方
、
冷

房
の
な
い
住
宅
で
は
室
温
が
上

が
り
暑
さ
と
大
気
汚
染
の
双
方

に
注
意
が
必
要
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
18
日
に
は
強
い
雷
雨

が
市
内
を
襲
い
、
鉄
砲
水
警
報

が
発
令
さ
れ
た
。
市
は
雨
量
が

広
い
範
囲
で
１
〜
１
・
５
イ
ン

チ
（
約
２
・
５
〜
３
・
８
セ
ン

チ
）、
局
地
的
に
は
２
〜
４
イ

ン
チ
（
約
５
〜
10
セ
ン
チ
）
に

達
し
、
強
い
雷
雨
で
は
１
時
間

に
１
・
５
〜
２
イ
ン
チ
（
約
３
・

８
〜
５
セ
ン
チ
）
降
る
可
能
性

が
あ
る
と
警
告
。
ソ
ー
ホ
ー
な

ど
で
は
道
路
が
冠
水
し
、
交
通

や
航
空
便
に
も
乱
れ
が
出
た
。

煙
、
猛
暑
、
鉄
砲
水

Ｎ
Ｙ
を
同
時
に
襲
う

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

語
学
セ
ン
タ
ー
英
会
話
教
室

８
月
か
ら
３
ク
ラ
ス
開
講

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
、

語
学
セ
ン
タ
ー
で
は
８
月
４
日

よ
り
初
級
ク
ラ
ス
、
８
月
６
日

よ
り
中
級
、
そ
し
て
中
上
級
／

上
級
ク
ラ
ス
の「
英
会
話
教
室
」

を
開
講
す
る
。
日
本
人
学
習
者

向
け
に
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
多
彩
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通

し
て
、
自
然
で
す
ぐ
に
使
え
る

英
会
話
力
の
向
上
を
目
指
す
。

▽
初
級
：
８
月
４
日
〜
９
月
１

日　

午
前
10
時
〜
11
時
45
分
。

▽
中
級
：
８
月
６
日
〜
９
月
３

日
正
午
〜
午
後
１
時
45
分
。
▽

中
上
級
／
上
級
：
８
月
６
日
〜

９
月
３
日
午
後
６
時
15
分
〜
８

時
。
費
用
（
５
回
）：
Ｊ
Ｓ
会

員
１
５
５
ド
ル
、
一
般
１
８
０

ド
ル
。

　

詳

細
：japansociety.

org/language-center/
esl/

問
い
合
わ
せ
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
６
９

（
内
線
１
２
９
３
）、
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ルlanguage@

japansociety.org

（
日
本
語
）

https://www.maxjob.com/
tel:9176780297
https://vimeo.com/1195126627/1e795f4108
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
https://Rinpoche.eventbrite.com
https://Rinpoche.eventbrite.com
https://Rinpoche.eventbrite.com
https://Rinpoche.eventbrite.com
http://www.nymitakai.com
japansociety.org/language-center/esl/
mailto:language@japansociety.org
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最
も
美
し
い
英
単
語

米
国
詩
学
会
が
発
表

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
―

が
開
催
し
た
日
本
映
画
祭
「
ジ

ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」
で
最
終
日

の
19
日
、
是
枝
裕
和
監
督
の
最

新
作
「
箱
の
中
の
羊
」
が
北
米

プ
レ
ミ
ア
上
映
さ
れ
、
是
枝
監

督
が
来
米
し
て
質
疑
応
答
に
登

壇
し
た
。

　

同
映
画
は
「
万
引
き
家
族
」

以
来
８
年
ぶ
り
の
是
枝
監
督
オ

リ
ジ
ナ
ル
脚
本
。
息
子
を
亡
く

し
た
建
築
家
の
夫
婦
（
綾
瀬
は

る
か
、
大
悟
）
が
息
子
の
姿
を

し
た
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
（
桒
木

理
夢
）
を
迎
え
、「
家
族
」
を

や
り
な
お
そ
う
と
す
る
が
、
本

当
の
息
子
で
は
な
い
こ
と
か
ら

様
々
な
感
情
が
露
わ
に
な
っ
て

い
く
。

　

是
枝
監
督
は
、「
人
と
Ａ
Ｉ
、

自
然
と
建
築
な
ど
、
別
の
も
の

を
ど
う
共
存
さ
せ
る
か
。
そ
れ

は
映
画
づ
く
り
に
も
似
て
い

る
」
と
言
い
、
映
画
の
題
名

を
「
星
の
王
子
様
」
か
ら
得
た

こ
と
に
つ
い
て
は
「
母
親
が
夜

の
読
み
聞
か
せ
を
す
る
シ
ー
ン

で
、
ヒ
ュ
ー
マ
ノ
イ
ド
と
人
と

の
違
い
が
わ
か
る
お
話
が
い
い

と
考
え
た
。
人
間
な
ら
箱
の
中

に
羊
が
い
る
と
わ
か
る
、
そ
れ

は
想
像
力
。
そ
こ
か
ら
、
こ
れ

是
枝
監
督
が
Ｎ
Ｙ
で
語
る

ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
最
終
日

　

１
９
０
１
年
創
設
の
米
国
詩

学
会
（
ポ
エ
ト
リ
ー
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
）

は
、
最
も
美
し
い
英
単
語
と
し

て
「diaphanous

（
透
け
た
、

透
き
通
っ
た
）」
が
選
ば
れ
た

と
発
表
し
た
。
メ
リ
ア
ム=

ウ

ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
典

は
同
形
容
詞
を
半

透
明
の
よ
う
に「
透

か
し
て
見
れ
る
よ

う
な
細
か
い
質
感

が
特
徴
な
〜
」「
極

め
て
繊
細
な
形
状

で
構
成
さ
れ
た
〜
」

と
定
義
し
て
い
る
。

同
団
体
に
所
属
す

る
学
者
や
詩
人

１
５
０
０
人
の
会

員
は
、
語
学
ア
プ

リ
の
バ
ベ
ル
の
言

語
学
者
た
ち
が
考

案
し
た
リ
ス
ト
を

基
に
「
美
し
い
英

単
語
」
を
投
票
し
、

diaphanous

は

17
％
で
最
多
だ
っ

た
。
２
位
は
12
％

でethereal

（
空
気
の
よ
う
な
、

極
め
て
優
美
な
、
別
世
界
の
）、

３
位
は
10
％
のmellifl uous

（
甘
美
な
、
滑
ら
か
な
）
だ
っ

た
。
詩
人
た
ち
の
多
く
は
、

言
葉
の
主
観
的
な
快
適
性
や

不
快
感
を
研
究
す
る
言
語
学

と
心
理
学
の
一
分
野
で
あ
る

phonaesthetics

を
参
考
に
美

し
い
言
葉
を
選
ん
で
い
る
と
い

う
。
同
団
体
の
マ
ッ
ト
・
ブ
ロ

ー
ガ
ン
理
事
長
は
「
言
語
の
パ

ラ
ド
ッ
ク
ス
の
ひ
と
つ
は
『
知

っ
て
い
る
』
よ
り
も
『
知
ら
な

か
っ
た
』
言
葉
の
特

徴
的
な
響
き
の
ほ
う

が
意
外
と
聞
き
や
す

い
と
い
う
こ
と
。
し

か
し
そ
れ
は
一
般
的

な
こ
と
で
、詩
人
は
、

単
語
や
フ
レ
ー
ズ
の

サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク

と
な
る
子
音
と
母
音

の
組
み
合
わ
せ
、
繰

り
返
し
、
ク
ラ
ッ
シ

ュ
音
や
エ
コ
ー
を
熟

知
し
て
お
り
、
言
語

の
音
響
効
果
に
鋭
く

同
調
で
き
る
」
と
話

し
て
い
る
。
美
し
い

言
葉
の
意
味
は
、
文

化
や
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
変
化
で
起
こ
る
言

語
の
進
化
の
一
部
で

あ
る
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
シ
フ
ト
（
語
義
の
移
行
）

で
時
代
と
共
に
変
化
し
て
い
る

と
い
う
。
ラ
ン
キ
ン
グ
の
詳

細
はhttps://www.babbel.

com/most-beautiful-words

を
参
照
す
る
。

こ
こ
で
は
何
語
が
主
流
？

Ｎ
Ｙ
地
図
上
で
分
か
る
新
サ
イ
ト

　

Ｎ
Ｙ
市
都
市
計
画
局
（
Ｄ
Ｃ

Ｐ
）
は
６
日
、
人
種
の
る
つ
ぼ

で
あ
る
Ｎ
Ｙ
市
内
の
地
図
を
利

用
し
、
地
区
を
特
定
す
る
と
何

語
が
多
く
話
さ
れ
て
い
る
の
か

が
分
か
る
無
料
サ
イ
ト
「
Ｎ
Ｙ

Ｃ
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
エ
ク
ス
プ
ロ

ー
ラ
ー
」
を
開
設
し
た
。

　

同
サ
イ
ト
は
、
米
国
税
調
査

局
の
全
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
サ

ー
ベ
イ
（
Ａ
Ｃ
Ｓ
）
の
デ
ー
タ

を
基
に
作
成
さ
れ
、
英
語
能
力

が
限
ら
れ
て
い
る
（
リ
ミ
テ
ッ

ド
・
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
・
プ
ロ
フ
ィ

シ
エ
ン
シ
ー
、
Ｌ
Ｅ
Ｐ
）
地
域

を
特
定
で
き
る
。
Ｎ
Ｙ
市
の
Ｌ

Ｅ
Ｐ
人
口
は
約
１
８
０
万
人

で
、
家
庭
で
英
語
以
外
の
言
語

を
最
も
多
く
話
し
て
い
る
の
は

ブ
ロ
ン
ク
ス
で
、
ス
タ
テ
ン
島

の
中
国
語
を
除
き
最
も
一
般
的

な
Ｌ
Ｅ
Ｐ
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語

と
な
っ
て
い
る
。
エ
ル
ム
ハ
ー

ス
ト
と
コ
ロ
ナ
の
一
部
を
含
む

ク
イ
ー
ン
ズ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

地
区
４
に
は
同
市
内
最
大
の
タ

ガ
ロ
グ
語
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ

る
。
ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
母

国
語
と
す
る
市
民
の
60
％
が
Ｌ

Ｅ
Ｐ
だ
と
い
う
。
同
ア
プ
リ

は
、
同
市
の
行
政
機
関
が
公
的

文
書
の
翻
訳
、
最
低
１
０
０
言

語
の
通
訳
を
通
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｐ
市

民
に
対
す
る
公
的
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
向
上
を
要
請
す
る
地
方
法

第
30
号
を
準
拠
し
や
す
い
よ
う

考
案
さ
れ
た
。
デ
ヤ
・
シ
ャ
ー

マ
ン
Ｄ
Ｃ
Ｐ
局
長
は
「
研
究
者

や
非
営
利
団
体
、
市
民
団
体
な

ど
も
同
ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
各

地
区
の
文
化
を
認
識
し
、
活

動
を
進
め
る
こ
と
に
活
用
し

て
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

同
サ
イ
ト
はNYC Language 

Explore

で
検
索
す
る
。

を
タ
イ
ト
ル
に
す
る
こ
と
に
し

た
」
と
説
明
し
た
。
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
に
関
し
て
は
「
実
は
今
回

初
め
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
相

談
し
て
生
成
Ａ
Ｉ
に
脚
本
を
読

ん
で
も
ら
っ
た
ら
、
す
ご
く
ほ

め
ら
れ
た
。
で
も
、
好
み
の
偏

り
も
な
い
。
映
画
に
よ
っ
て
救

わ
れ
た
と
い
う
よ
う
な
、
そ
こ

ま
で
の
経
験
も
Ａ
Ｉ
に
は
な

い
。
自
分
の
求
め
て
い
る
感
想

は
こ
れ
じ
ゃ
な
い
、
人
生
と
密

接
に
結
び
つ
い
た
感
想
が
嬉
し

い
。
だ
か
ら
、
映
画
づ
く
り
に

関
し
て
は
Ａ
Ｉ
な
し
で
行
こ
う

と
思
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
満

席
の
会
場
に
は
大
拍
手
が
鳴
り

響
い
た
。
同
映
画
祭
は
今
年
で

19
回
目
、
約
２
週
間
で
30
作
品

以
上
が
上
映
さ
れ
た
。

　

同
映
画
は
24
日
（
金
）、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
Ａ
Ｍ
Ｃ
数
か
所

で
上
映
予
定
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トwww.amctheatres.

com

でSheet in the Box

で

検
索
。（
小
味
か
お
る
、写
真
も
）

JAPAN
CUTS

diaphanous
（透けた、透き通った）

「映画づくりはAIなしで」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
は
8

月
９
日　
（
日
）
12
時
半
か
ら

４
時
ま
で
西
1
０
６
丁
目
の
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
ウ
エ

ス
ト
エ
ン
ド
の
間
で
、
恒
例
の

盆
踊
り
大
会
を
開
催
す
る
。
参

加
無
料
。
僧
太
鼓
の
演
奏
な
ど

も
あ
り
、
日
本
の
文
化
に
触
れ

る
良
い
機
会
。
Ｎ
Ｙ
仏
教
会
は

１
９
３
８
年
に
建
て
ら
れ
た
浄

土
真
宗
の
寺
。
詳
細
はinfo@

newyorkbuddhist
church.org

　

第
16
回
「
盆
踊
り
平
和
祭
」

が
８
月
２
日
（
日
）
正
午
か

ら
午
後
８
時
ま
で
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
キ
ン
グ
ス
ト
ン
の

キ
ン
グ
ス
ト
ン
・
ポ
イ
ン
ト
・

ビ
ー
チ
（53 Delaware Ave, 

Kingston, 12401, NY

）
で

開
催
さ
れ
る
。
雨
天
決
行
。
入

場
無
料
。
盆
踊
り
平
和
祭
は
、

２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大

震
災
で
の
福
島
第
一
原
発
事
故

を
き
っ
か
け
に
、
キ
ン
グ
ス
ト

ン
で
レ
ス
ト
ラ
ン「
ラ
ー
メ
ン
・

タ
バ
ー
ン
」
を
経
営
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
山
本
容
子
氏
と
鍛
金

彫
刻
家
の
大
下
寿
馬
氏
が
中
心

と
な
り
毎
年
主
催
し
て
い
る
。

　

今
年
は
福
島
第
一
原
発
事
故

か
ら
15
年
、
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

原
発
事
故
か
ら
40
年
に
当
た

る
。
広
島
、
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
か
ら
81
年
の
節
目
で
も
あ

り
、
会
場
で
は
原
爆
や
原
発
事

故
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
と
と

も
に
、
核
兵
器
や
戦
争
の
な
い

社
会
に
つ
い
て
考
え
る
。
専
門

家
４
人
に
よ
る
「
危
機
の
瀬
戸

際
か
ら
、
ど
う
立
ち
戻
る
か
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
討
論
会
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
る
。
出
演
者

は
、
バ
ー
リ
ン
ト
ン
太
鼓
の
ス

チ
ュ
ア
ー
ト
・
パ
ト
ン
さ
ん
、

竹
笛
奏
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ゴ

ー
ン
さ
ん
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

本
民
踊
研
究
所
の
ケ
ビ
ン
・
ス

ズ
キ
さ
ん
と
民
舞
座
な
ど
。
午

後
６
時
か
ら
は
来
場
者
も
参
加

で
き
る
盆
踊
り
を
行
う
。

　

公
式
サ
イ
ト
は www.

bonodori.org

。

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
主
催

８
月
９
日
盆
踊
り

第
16
回
「
盆
踊
り
平
和
祭
」

キ
ン
グ
ス
ト
ン
で

８
月
２
日
に
開
催

https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://www.bonodori.org%E3%80%82
http://www.bonodori.org%E3%80%82
http://www.bonodori.org%E3%80%82
http://www.bonodori.org%E3%80%82
www.amctheatres.com
https://www.babbel.com/most-beautiful-words
mailto:info@newyorkbuddhistchurch.org
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生
命
の
起
源
に
必
要

地
球
上
の
生
命
誕
生
の
手
が
か
り
に

　

科
学
者
た
ち
は
初
め
て
、
星

間
空
間
（
せ
い
か
ん
く
う
か

ん
）
で
糖
（
と
う
）
の
一
種
を

検
出
し
、
地
球
上
の
糖
の
起
源

や
生
命
誕
生
の
謎
を
解
く
重
要

な
手
が
か
り
を
得
た
。
こ
の
発

見
は
7
月
13
日
、
科
学
誌
『
ネ

イ
チ
ャ
ー
・
ア
ス
ト
ロ
ノ
ミ
ー

（Nature Astronomy

）』

に

掲
載
さ
れ
、
生
命
の
材
料
と
な

る
化
学
物
質
が
地
球
誕
生
よ
り

は
る
か
以
前
に
宇
宙
で
形
成
さ

れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

7
月
13
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
紙
が
報
じ
た
。

　

発
見
さ
れ
た
分
子
は
「
エ
リ

ス
ル
ロ
ー
ス
（erythrulose

）」

と
呼
ば
れ
る
糖
の
一
種
で
、
天

の
川
銀
河
の
中
心
付
近
に
あ

る
巨
大
な
ガ
ス
と
ち
り
の
雲

「
い
て
座
Ｂ
２
（Sagittarius 

B2

）」
で
確
認
さ
れ
た
。
研
究

チ
ー
ム
は
、
チ
リ
北
部
に
あ

る
世
界
最
大
級
の
電
波
望
遠

鏡
「
ア
タ
カ
マ
大
型
ミ
リ
波
・

サ
ブ
ミ
リ
波
干
渉
計
（
Ａ
Ｌ
Ｍ

宇宙空間で「糖」検出
　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
と
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
Ｎ
Ｙ
市
長
は
８
日
、
バ
ス
専

用
レ
ー
ン
を
増
設
し
公
共
バ
ス

の
乗
車
時
間
の
短
縮
を
目
標
と

す
る
８
億
ド
ル
を
投
じ
る
計
画

「
ネ
ク
ス
ト
・
ス
ト
ッ
プ
：
フ

ァ
ス
ト
・
バ
ス
、
ベ
タ
ー
・
サ

ー
ビ
ス
」
を
発
表
し
た
。

　

両
者
は
フ
ラ
ッ
ト
ブ
ッ
シ
ュ

で
記
者
会
見
を
行
い
、
新
た
な

高
速
バ
ス
ル
ー
ト
で
１
回
あ
た

り
の
乗
車
時
間
を
６
分
短
縮

し
、
バ
ス
専
用
の
50
レ
ー
ン
を

確
保
、
バ
ス
走
行
を
妨
げ
る
車

両
を
監
視
す
る
速
度
違
反
自
動

取
締
装
置
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
拡
大
し
来
年
ま
で
に
新

た
に
２
０
０
台
の
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
マ

ム
ダ
ニ
市
長
は
「
Ｎ
Ｙ
市
は
タ

イ
ム
・
イ
ズ
・
マ
ネ
ー
、
同
計

画
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
貴
重

な
時
間
を
取
り
戻
す
こ
と
が
で

き
る
。
６
分
と
は
」
と
話
し
て

ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
６
分
設

定
し
、
６
分
が
ど
れ
程
か
示
せ

る
よ
う
ス
ピ
ー
チ
を
６
分
に
収

め
る
予
定
だ
っ
た
が
延
長
と
な

っ
た
。
同
市
運
輸
局（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

と
都
市
交
通
局
（
Ｍ
Ｔ
Ａ
）
が

提
携
す
る
同
計
画
で
は
、
信
号

機
に
バ
ス
専
用
の
緑
の
矢
印
表

示
を
設
定
し
、
タ
ッ
チ
決
済
で

市
バ
ス
運
行
を
改
善

Ｎ
Ｙ
州
知
事
と
市
長
が
発
表

Humanmaxxing 　人生最適化
　　最近のアメリカの若者の間で急速に広がっている言葉がMaxxing です。Maxxing
は「極限まで最適化する」というネットスラングで Sleepmaxxing （最良の睡眠をと
る）、Looksmaxxing（美容も含めて、姿勢、服装まで外見全体を最大限美化する）、
Moneymaxxing（投資、副業、節約などを通じて資産の最大化を図る）、　Familymaxxing（家

族との時間や関係を極めて大切にする）といった派生語が多数生まれています。
　コロナ禍を経験した若い世代の間で健康、お金、人間関係などにおいて、「他人の期待に合わせるだけでなく、
自分らしい充実した人生を追求したい」という価値観が広がる中、これらの言葉がソーシャルメディアで大き
な注目を浴びるようになりました。　その究極の言葉が、Humanmaxxingで、人間としての能力、健康、寿命、
パフォーマンスを可能な限り最大化しようとする姿勢を意味します。良い睡眠、栄養管理、筋力強化などで、
身体の健康維持だけでなく、思考力や集中力などの最適化を図ります。　
　一方で、それらの手法については、専門家から懸念が示されているのも事実です。　睡眠や運動はともか
く、科学的に確立されていない心理療法、薬やサプリメントの使用が若者の間で広がっていると言われます。　
Humanmaxxing は、政治や経済が混迷するアメリカを背景に、若者たちが自己啓発を通じて自分の人生を肯定
的に生きようとするライフスタイルから生まれたキーワードの一つです。　今後、　Humanmaxxingが社会全体
でどのように受け入れられていくのか、興味深く見ていきたいと思います。 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【310】

Ａ
）」
を
使
い
、
分
子
が
発
す

る
特
徴
的
な
信
号
を
分
析
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
に
も
宇
宙
で
は
ア

ル
コ
ー
ル
や
ア
ミ
ノ
酸
に
関
連

す
る
有
機
分
子
が
発
見
さ
れ
て

い
た
が
、
天
然
に
存
在
す
る
4

つ
の
炭
素
原
子
を
持
つ
糖
が
星

間
空
間
で
確
認
さ
れ
た
の
は
今

回
が
初
め
て
だ
。
糖
は
生
命
に

必
要
な
化
学
反
応
に
関
わ
る
重

要
な
物
質
で
あ
り
、
今
回
の
発

見
は
生
命
が
ど
の
よ
う
に
始
ま

っ
た
の
か
を
探
る
新
た
な
手
が

か
り
と
な
る
。

　

地
球
上
の
糖
の
起
源
は
、
長

年
科
学
者
を
悩
ま
せ
て
き
た
謎

の
一
つ
だ
。
生
命
の
誕
生
に
は

糖
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
地
球

の
初
期
か
ら
存
在
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
初
期
の

地
球
環
境
を
再
現
す
る
実
験
で

は
、
こ
れ
ら
の
分
子
を
作
り
出

す
こ
と
は
難
し
か
っ
た
。

　

現
在
、有
力
な
説
の
一
つ
は
、

数
十
億
年
前
に
小
惑
星
や
彗
星

が
衝
突
し
た
際
、
宇
宙
に
存
在

し
て
い
た
糖
が
地
球
へ
運
ば
れ

た
と
い
う
も
の
だ
。
実
際
に
、

グ
ル
コ
ー
ス
や
リ
ボ
ー
ス
な
ど

の
糖
は
隕
石
や
小
惑
星
か
ら
も

発
見
さ
れ
て
お
り
、
生
命
の
基

本
的
な
材
料
が
宇
宙
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い

る
。

　

研
究
者
に
よ
る
と
、
エ
リ
ス

ル
ロ
ー
ス
は
氷
に
覆
わ
れ
た
宇

宙
塵
の
表
面
で
、
紫
外
線
や
宇

宙
線
に
よ
る
化
学
反
応
を
通
じ

て
形
成
さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
。
こ
う
し
た
分
子
は
、
や
が

て
彗
星
や
小
惑
星
に
取
り
込
ま

れ
、
惑
星
へ
運
ば
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
発
見
は
、
生
命
に
必

要
な
条
件
が
地
球
以
外
の
場
所

に
も
存
在
す
る
可
能
性
を
高
め

る
も
の
だ
。
科
学
者
た
ち
は
今

後
、
さ
ら
に
複
雑
な
有
機
分
子

を
発
見
す
る
こ
と
で
、「
生
命

は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ
た
の

か
」
と
い
う
宇
宙
最
大
の
謎
の

解
明
に
近
づ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。（Milana Pavlova
、

写
真
は
合
成
イ
メ
ー
ジ
）

乗
客
の
乗
車
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
。
Ｎ
Ｙ
市
議
会
は
今
後
５
年

間
、
同
計
画
の
た
め
に
経
費

２
億
５
４
０
０
万
ド
ル
と
資
金

６
億
２
８
０
０
万
ド
ル
を
調
達

す
る
。

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
グ
レ
ー
ブ

セ
ン
ド
の
公
営
団
地
ザ
・
マ
ー

ル
ボ
ロ
・
ハ
ウ
ジ
ス
に
15
日
、

同
市
初
の
ワ
イ
ン
や
シ
ャ
ン
パ

ン
の
コ
ル
ク
を
再
利
用
し
た
公

園
「
ビ
レ
ッ
ジ
・
バ
イ
ブ
ス
」

が
開
園
し
た
。
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
を
公
園
に
利
用
す
る

の
は
同
市
住
宅
公
団
（
Ｎ
Ｙ
Ｃ

Ｈ
Ａ
）
と
し
て
は
ザ
・
マ
ー
ル

ボ
ロ
・
ハ
ウ
ジ
ス
が
初
め
て
で
、

レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
破
棄
さ
れ

る
ボ
ト
ル
の
コ
ル
ク
を
資
材
や

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
再
利
用
す
る

非
営
利
団
体
コ
ル
ク
・
ク
レ
ク

テ
ィ
ブ
が
率
い
た
。

　

同
団
体
は
同
公
園
建
設
の
た

め
に
約
45
万
個
の
コ
ル
ク
を
回

収
し
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
の

再
生
利
用
工
場
で
洗
っ
た
後
に

細
か
く
砕
き
同
公
園
予
定
地
に

敷
き
詰
め
た
。
コ
ル
ク
は
持
続

可
能
な
だ
け
で
な
く
、
一
般
的

に
公
園
で
使
わ
れ
る
プ
ラ
ス
テ

ィ
ッ
ク
に
比
べ
て
毒
性
も
少
な

く
耐
熱
性
に
も
優
れ
て
い
る
と

い
う
。同
公
園
の
デ
ザ
イ
ン
は
、

同
公
団
に
住
む
子
供
た
ち
が
提

出
し
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
ザ
・

マ
ー
ル
ボ
ロ
・
ハ
ウ
ジ
ス
の
理

事
た
ち
が
設
計
。
公
園
内
に
並

ぶ
は
ネ
オ
ン
イ
エ
ロ
ー
の
遊
具

は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
合
っ
た
エ
コ

な
都
市
開
発
を
提
案
す
る
ア
ー

バ
ン
・
コ
ン
ガ
が
手
が
け
た
。

45
万
個
の
コ
ル
ク
で
作
っ
た

Ｎ
Ｙ
Ｃ
Ｈ
Ａ
初
の
エ
コ
公
園

常
に
謙
虚
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

仲
間
の
た
め
に
尽
く
す

　

世
の
中
が
豊
か
に
な
る
に
つ

れ
て
、
自
己
中
心
的
な
価
値
観

を
も
ち
、
自
己
主
張
の
強
い
人

　

人
の
行
い
の
中
で
最
も
美
し

く
尊
い
も
の
は
、
人
の
た
め
に

何
か
を
し
て
あ
げ
る
と
い
う
行

為
で
す
。
人
は
ふ
つ
う
、
ま
ず

が
増
え
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
考
え
方

で
は
エ
ゴ
と
エ
ゴ
の
争
い
が
生

自
分
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
が

ち
で
す
が
、
実
は
誰
で
も
人
の

役
に
立
ち
、
喜
ば
れ
る
こ
と
を

最
高
の
幸
せ
と
す
る
心
を
も
っ

49

じ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
必
要
と

す
る
仕
事
な
ど
で
き
る
は
ず
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
の
能
力
や
わ
ず
か
な
成

功
を
鼻
に
か
け
、
傲
岸
不
遜
に

な
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
と
、

周
囲
の
人
た
ち
の
協
力
が
得
ら

れ
な
い
ば
か
り
か
、
自
分
自
身

の
成
長
の
妨
げ
に
も
な
る
の
で

す
。

　

そ
こ
で
集
団
の
ベ
ク
ト
ル
を

合
わ
せ
、
良
い
雰
囲
気
を
保
ち

な
が
ら
最
も
高
い
能
率
で
職
場

を
運
営
す
る
た
め
に
は
、
常
に

み
ん
な
が
い
る
か
ら
自
分
が
存

在
で
き
る
と
い
う
認
識
の
も
と

に
、
謙
虚
な
姿
勢
を
も
ち
続
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
、
真
冬
の
ア
メ
リ
カ

で
起
き
た
飛
行
機
事
故
で
、
一

人
の
男
性
が
自
ら
が
助
か
る
と

い
う
そ
の
瞬
間
に
、
そ
ば
で
力

尽
き
そ
う
な
女
性
を
先
に
助
け

さ
せ
、
自
分
は
水
の
中
に
消
え

て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
が
あ

り
ま
し
た
。
人
間
の
本
性
と
は

そ
れ
ほ
ど
美
し
い
も
の
な
の
で

す
。

　

私
た
ち
は
、
仲
間
の
た
め
に

尽
く
す
と
い
う
同
志
と
し
て
の

つ
な
が
り
を
も
っ
て
み
ん
な
の

た
め
に
努
力
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
か
ら
こ
そ
、
す
ば
ら
し
い
集

団
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932年-2022年  鹿児島市生まれ。
1959年4月、京都セラミック株式会
社（現京セラ）を設立。2005年から
は名誉会長。また1984年、第二電電
企画株式会社を設立。2000年10月、
DDI（第二電電）、KDD、IDOの合併
によりKDDI株式会社を設立。2001年
6月より最高顧問。2010年2月、日本
航空会長に就任。2015年4月に名誉
顧問。一方、1983年から2019年末ま
で、ボランティアで、14,938人の経
営者が集まる経営塾「盛和塾」の塾
長として、経営者の育成に心血を注
いだ。1984年には私財を投じ稲盛財
団を設立。同時に国際賞「京都賞」
を創設し、毎年、人類社会の進歩発
展に功績のあった方々を顕彰。

勉強会への参加、入塾に興味のある方
＜連絡先＞

info@zabuton-usa.com ( 内海 )

盛心塾ニューヨーク
www.seishinjukuny.org

https://michaeldunnlaw.com
https://hls-global.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
mailto:info@zabuton-usa.com
http://www.seishinjukuny.org
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ド
イ
ツ
の
料
理
で
夏
を
爽
や
か
に

ド
イ
ツ
の
じ
ゃ
が
い
も
サ
ラ
ダ

白
身
魚
の
ビ
ー
ル
衣
揚
げ

グ
リ
ュ
ー
ワ
イ
ン　

Glühwein W
ine

　

暑
い
夏
に
ビ
ー
ル
に
お
す
す

め
の
ド
イ
ツ
料
理
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。
ド
イ
ツ
は
湖
や
河

川
が
多
い
の
で
食
さ
れ
る
川
魚

の
代
表
は
な
ん
と
い
っ
て
も

鱒
。
川
魚
特
有
の
臭
み
が
少
な

く
、
淡
白
で
繊
細
な
味
わ
い
で

す
。
19
世
紀
初
頭
に
乱
獲
防
止

の
た
め
に
法
規
制
や
管
理
制
度

が
施
行
さ
れ
、
湖
な
ど
で
川
魚

を
釣
る
場
合
に
は
、
ラ
イ
セ
ン

ス
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
が
、

ド
イ
ツ
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
川

魚
が
多
く
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

中
で
も
人
気
の
ニ
ジ
マ
ス
は
ビ

ー
ル
の
衣
で
揚
げ
る
と
さ
く
さ

く
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
の
国
民

食
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
も
い
つ
で
も
ニ
ジ
マ
ス

が
売
ら
れ
て
い
ま
す
。
残
っ
て

し
ま
っ
た
ビ
ー
ル
で
ぜ
ひ
作
っ

　

赤
ワ
イ
ン
に
香
辛
料
（
シ
ナ

モ
ン
、
オ
レ
ン
ジ
の
皮　

ク
ロ

ー
ブ
、
ア
ニ
ス
）
と
砂
糖
を
加

え
て
温
め
た
も
の
で
す
が
、
ド

【材料】
じゃがいも１個（約１８０g）に対して　
オリーブオイル .........................小２　　　
酢 ............................................小２
塩 ...........................................少々

【材料】
赤ワイン ...........................１００ｃｃ
 　水 ................................１００ｃｃ
Ａ
アニス .............................２から３粒
クローブ ....................................5粒
シナモン ....................................１本
ドライオレンジ ..........................１枚
オレンジジュース .................５０ｃｃ
砂糖 ................大　１と１／２から２

　

今
月
の
生
き
生
き
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｓ

は
、
本
紙
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
ク
ッ
キ
ン

グ
」
で
お
馴
染
み
の
料
理
研
究

家
、
千
葉
真
知
子
さ
ん
＝
写
真

＝
に
、
簡
単
に
作
れ
る
夏
に
美

味
し
い
ド
イ
ツ
の
料
理
を
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
す
。
ジ
ャ
ガ
イ

モ
と
白
身
魚
、
そ
れ
に
ワ
イ
ン

を
添
え
て
、
暑
い
夏
を
乗
り
切

る
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
３
品
を
作

っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
、
料
理
研
究
家

と
し
て
日
本
国
内
外
で
幅
広
く

活
動
し
て
お
り
、
特
に
電
子
レ

　

カ
ル
ト
ッ
フ
ェ
ル
・
ザ
ラ
ー

ト
は
17
世
紀
頃
の
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
修
道
院
が
発
祥
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
質
素
倹
約
な
生
活

を
送
る
修
道
院
で
は
茹
で
た

熱
々
の
じ
ゃ
が
い
も
に
酢
、
オ

リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
塩
の
み
を
使

い
食
べ
て
い
た
こ
と
が
こ
の
じ

ゃ
が
い
も
料
理
の
原
点
で
す

が
、
次
第
に
ド
イ
ツ
国
民
食
と

し
て
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
作
り
方
】

①　

皮
つ
き
の
ま
ま
茹
で
た
じ

ゃ
が
い
も
の
皮
を
む
き
、
ボ
ウ

ル
に
入
れ
て
熱
々
の
う
ち
に

塩
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
酢
を

混
ぜ
る
。

ン
ジ
を
利
用
し
た
調
理
法
の
普

及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
経

済
産
業
省
大
賞
を
受
賞
し
た

「
ク
ッ
ク
膳
」
を
開
発
し
、
こ

れ
を
世
界
的
な
商
品
に
育
て
上

げ
ま
し
た 

。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
日
本
ク
ラ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
や
ウ
イ
リ
ア
ム
ソ
ノ
マ

な
ど
で
講
師
を
務
め
、
和
菓
子

や
日
本
料
理
の
指
導
も
行
っ
て

い
ま
す
。
パ
リ
の
名
門
料
理
学

校
ル
・
コ
ル
ド
ン
・
ブ
ル
ー
で

も
料
理
指
導
を
行
う
な
ど
活
躍

し
て
い
ま
す
。

て
み
て
く
だ
さ
い
。

【
作
り
方
】

①　

魚
は
骨
を
取
り
除
き
、
一

口
大
に
切
る
。

②　

ボ
ウ
ル
に
Ａ
を
入
れ
て
さ

っ
と
混
ぜ
、
①
の
魚
に
衣
を
つ

け
る
。

③　

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
フ
ラ

イ
パ
ン
に
入
れ
て
熱
し
、
②
の

衣
を
つ
け
た
魚
を
揚
げ
る
。

【材料】
にじます又は白身魚 ..................１尾
 　ビール ..................大さじ３から４
（A)　　　　
塩 ..............................................少々
卵 .........................................１/３個
ベーキングパウダー ...................少々
小麦粉 .......................................大２

 オリーブオイル .........................適宜
イ
ツ
で
は
寒
い
冬
に
体
を
温
め

る
た
め
に
飲
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
に
な

り
ま
す
と
街
で
は
路
上
で
売
り

始
め
ま
す
。

　

夏
の
こ
の
季
節
は
冷
や
し
て

飲
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ク
ロ
ー
ブ
の
効
能
は
胃
腸
の
状

態
を
正
常
に
保
ち
冷
え
性
に
良

く
、
ア
ニ
ス
は
八
角
と
も
い
い

ま
す
が
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
時
代

か
ら
胃
腸
に
良
い
と
さ
れ
重
用

さ
れ
て
い
る
ス
パ
イ
ス
で
す
。

【
作
り
方
】

①　

Ａ
の
材
料
を
鍋
に
入
れ
て

約
10
分
ほ
ど
弱
火
で
煮
る
。
砂

糖
、
オ
レ
ン
ジ
ジ
ュ
ー
ス
を
入

れ
て
沸
騰
し
た
ら
赤
ワ
イ
ン
を

加
え
て
温
め
ま
す
。
夏
場
は
冷

蔵
庫
で
冷
や
し
て
召
し
上
が
っ

て
く
だ
さ
い
。

https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
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　今回ご紹介するのはCrown HeightsにあるDark Necessityです。近隣住民に愛されるコーヒーショップですが、
よく陽の当たる店内は小さくても居心地抜群。オーナーの思いやりを感じるインテリアを目にしながら、友人
との再会を楽しみました。バリスタさんの対応もフレンドリーで、地元住民や犬たちとのコミュニケーション
もなんとも心地よく、良い気を感じるお店です。植物や花の多い店内でいただくコーヒーは本当に美味しく、コー
ヒーが入って出てくるカップも独特。焼き菓子の種類も充実していたので、次回は試してみようと思います。
　ヤマモトレミ　89年生まれ、福岡県出身の漫画家。2017年に仕事の異動で東京からNYへ移住。日本食スー
パーで社員として働きながら趣味で漫画を描いていたら楽しくなってしまい 2021年に退職、漫画家として
本格的に活動を開始。2023年現在ブルックリン区在住。単行本発売中！（Instagram:@Yamamotoinnyc）

【29】

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
教

育
・
文
化
系
の
非
営
利
団
体

の
あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

が
、
日
本
語
と
日
本
文
化
を
学

び
続
け
た
い
２
０
２
２
年
生
ま

れ
の
児
童
を
対
象
に
、
土
曜
の

Pre-K

ク
ラ
ス
を
開
催
す
る
。  

　

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
い

つ
も
楽
し
く
温
か
な
学
び
の

場
で
、
今
回
開
講
す
る
土
曜

Pre-K

ク
ラ
ス
は
、
平
日
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
同
じ
教
育
理
念
と
ア

プ
ロ
ー
チ
の
も
と
、
週
に
一
度

子
供
た
ち
を
迎
え
る
特
別
な
ク

ラ
ス
。
日
本
語
へ
の
自
信
を
育

み
な
が
ら
、
友
達
と
の
絆
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
あ
お
ぞ

ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し

て
、
言
葉
と
文
化
の
豊
か
さ
を

一
歩
一
歩
発
見
し
、
の
び
の
び

と
成
長
し
て
い
く
場
所
と
な
っ

て
い
る
。
参
加
希
望
と
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト http://www.

aozoracommunity.org/ 

か

ら
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

３
４
７
・
７
２
１
・
３
５
２
１
、 

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

p
r

o
g

r
a

m
s

@
aozoracommunity.org 

ま

で
。

土
曜
プ
リ
Ｋ
ク
ラ
ス
を
開
講 

あ
お
ぞ
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
児
童
募
集 

mailto:kj.inter.artist@gmail.com
https://japanvillage.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
https://www.jwsny.org/pdfs/document/boshu_youkou2026.pdf
https://www.kodomoballet.com/
http://www.aozoracommunity.org/
mailto:programs@aozoracommunity.org
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た
と
え
ば
、
新
聞
記
者
は
、

現
場
に
駆
け
つ
け
て
見
た
こ

と
、
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
人
の

話
を
聞
い
て
、
記
者
自
身
が
知

ら
な
か
っ
た
こ
と
を
メ
モ
す

る
。
そ
れ
は
ま
だ
、
世
の
中
の

誰
も
が
知
ら
な
い
言
葉
だ
っ
た

り
、
現
象
だ
っ
た
り
す
る
。
つ

ま
り
そ
の
瞬
間
だ
け
は
、
Ａ
Ｉ

は
ま
だ
知
ら
な
い
の
だ
。
記
事

が
公
開
さ
れ
た
瞬
間
、
そ
れ
は

Ａ
Ｉ
の
学
習
対
象
と
な
り
、
社

会
全
体
の
知
識
へ
と
組
み
込
ま

れ
て
い
く
。
Ａ
Ｉ
時
代
と
は
、

人
間
が
新
し
い
経
験
を
生
み
出

し
、
Ａ
Ｉ
が
そ
れ
を
蓄
積
し
て

い
く
時
代
で
も
あ
る
。

　

生
成
Ａ
Ｉ
が
仕
事
や
生
活
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
浸
透
す
る

中
、「
Ａ
Ｉ
と
ど
う
付
き
合
え

ば
い
い
の
か
」
と
い
う
問
い

は
、
誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
も

の
に
な
っ
た
。
人
工
知
能
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
り
、
感
性
ア

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
も
知
ら
れ
る

黒
川
伊
保
子
氏
の
新
著
『
Ａ
Ｉ

の
ト
リ
セ
ツ
』
は
、
Ａ
Ｉ
の
使

い
方
を
解
説
す
る
技
術
書
で
は

な
く
、
人
間
が
Ａ
Ｉ
時
代
を
ど

う
生
き
る
べ
き
か
を
考
え
る
た

め
の
一
冊
で
あ
る
。

　

著
者
は
富
士
通
で
Ａ
Ｉ
研
究

に
携
わ
っ
た
経
験
を
持
ち
、
長

年
に
わ
た
り
脳
機
能
論
や
言
葉

の
持
つ
感
性
に
つ
い
て
研
究
を

続
け
て
き
た
。
そ
の
知
見
を
も

と
に
、
本
書
で
は
Ａ
Ｉ
の
長
所

だ
け
で
な
く
、
見
落
と
さ
れ
が

ち
な
弱
点
に
も
光
を
当
て
る
。　

　

印
象
的
な
の
は
、「
Ａ
Ｉ
は

人
間
の
感
情
を
増
幅
す
る
存
在

で
あ
る
」
と
い
う
視
点
だ
。
Ａ

Ｉ
は
膨
大
な
情
報
を
も
と
に
も

っ
と
も
ら
し
い
答
え
を
返
す

が
、
そ
れ
が
必
ず
し
も
正
し
い

と
は
限
ら
な
い
。
と
き
に
は
極

端
な
意
見
や
誤
っ
た
情
報
を
も

っ
と
も
自
然
な
文
章
と
し
て
提

示
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た

め
著
者
は
、
Ａ
Ｉ
を
悩
み
相
談

の
相
手
と
し
て
全
面
的
に
信
頼

す
る
こ
と
や
、
最
初
に
提
示
さ

れ
た
答
え
を
そ
の
ま
ま
受
け
入

れ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
る
。

　

さ
ら
に
本
書
で
は
、「
Ａ
Ｉ

に
は
身
体
性
が
な
い
」
と
い
う

独
自
の
考
え
方
が
示
さ
れ
る
。

人
間
は
経
験
や
五
感
、
身
体
感

覚
を
通
し
て
物
事
を
理
解
す
る

が
、
Ａ
Ｉ
に
は
そ
の
感
覚
が
な

い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
最
終
的
な

判
断
や
価
値
の
創
造
は
人
間
の

役
割
で
あ
り
続
け
る
と
い
う
主

張
に
は
説
得
力
が
あ
る
。

　

子
ど
も
と
Ａ
Ｉ
の
関
係
に
つ

い
て
も
多
く
の
ペ
ー
ジ
が
割
か

れ
て
い
る
。
前
頭
前
野
が
発
達

途
上
に
あ
る
13
歳
未
満
の
子
ど

も
の
Ａ
Ｉ
利
用
に
は
慎
重
で
あ

る
べ
き
と
し
、
現
実
世
界
で
の

体
験
や
人
と
の
対
話
を
重
ね
る

こ
と
が
、
将
来
Ａ
Ｉ
を
使
い
こ

な
す
土
台
に
な
る
と
説
く
。
Ａ

Ｉ
教
育
が
注
目
さ
れ
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
保
護
者
や
教
育
関
係

者
に
も
参
考
に
な
る
内
容
だ
。

　

タ
イ
ト
ル
か
ら
は
Ａ
Ｉ
活
用

の
ハ
ウ
ツ
ー
本
を
想
像
し
が
ち

だ
が
、
本
書
の
本
質
は
、
人
間

が
持
つ
感
性
や
身
体
感
覚
の
価

値
を
改
め
て
見
つ
め
直
す
こ
と

に
あ
る
。「
Ａ
Ｉ
に
勝
た
な
い
、

媚
び
な
い
、
平
気
で
い
る
」
と

い
う
著
者
の
言
葉
は
、
Ａ
Ｉ
を

過
度
に
恐
れ
る
こ
と
も
、
過
信

す
る
こ
と
も
な
く
、
冷
静
に
付

き
合
う
姿
勢
を
象
徴
し
て
い

る
。

　

Ａ
Ｉ
が
日
常
の
道
具
と
な
っ

た
今
、
必
要
な
の
は
新
し
い
技

術
を
知
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
人
間
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
見
つ
め
直
す
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
本
書
は
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
一
冊

と
し
て
、
多
く
の
読
者
の
関
心

を
集
め
そ
う
だ
。
Ａ
Ｉ
を
便
利

な
道
具
と
し
て
使
う
一
方
で
、

人
間
に
し
か
な
い
経
験
や
身
体

感
覚
の
大
切
さ
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　

Ａ
Ｉ
は
過
去
を
学
ぶ
こ
と
は

で
き
る
。
し
か
し
未
来
を
最
初

に
見
つ
け
る
の
は
、
い
つ
の
時

代
も
現
場
に
立
つ
人
間
で
あ

る
。
Ａ
Ｉ
は
現
場
に
は
行
か
な

い
。
本
書
は
、
そ
の
当
た
り
前

の
事
実
を
改
め
て
思
い
出
さ
せ

て
く
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　（
三
浦
）

AI との丁度いい距離感
黒川伊保子・著
 扶桑社新書・刊

■日米密約史　核、朝鮮有事、沖縄をめぐる裏交渉（信夫
隆司、中央公論新書）戦後、日米政府間で交わされた密約。
政府首脳だけが把握し、日米安保のかげで両国間の構造に
深く組み込まれてきた。4つの密約とは何か。米国側の史
料・新事実を踏まえ裏交渉の全容を解明する。■東京都同
情塔（九段理江、新潮文庫）犯罪者収容施設「シンパシー
タワートーキョー」が構想され、建築家・牧名沙羅が名乗
りを挙げる。デート相手・東上拓人がタワーを「東京都同
情塔」と言い換えたのを聞きデザインの方向性は定まって
いく。芥川賞受賞時、AIを使って書いたことで話題になっ
た。■斜め 45度の処世術（小川哲、CEメディアハウス）
話題の小説家が、過去３年間にわたり雑誌Penで連載して
いた内容を再編集。タイトルは「処世術」だが「斜め45
度の」という枕詞の通り、世間一般のビジネスマナーや世
渡り術とは一線を画す内容。恥ずかしい黒歴史を前向きに
受け入れられる考え方など SF作家の視点からのアドバイ
スが詰まっている。■川のある街（江國香織、朝日文庫）
両親の離婚によって母親の実家近くに暮らしはじめた望
子。マンションの部屋からは大きな川が見える。赤羽、富
山県、オランダのアムステルダムという全く異なる3つの
街が舞台。それぞれの街を流れる「川」を背景に子供、壮年、
老人という、人生の異なる3つのフェーズを生きる人々を
主役に、人間の「生」が描かれる。■本屋さんのある街で（凪良ゆう、瀬尾
まいこ、坂木司、一穂ミチ、三浦しをん、文春文庫）本屋さんを愛する5人
の作家が書店を描く。幼いころに読んでもらった絵本、はじめて自分で買っ
た小説、発売が待ちきれなかった雑誌、人生を変えた一冊など本との出会い
を心の栄養にして、人は成長する。人気作家５人が書店と働く人たちへの愛
をこめて贈るアンソロジー。■異常に非ず（桜木紫乃、新潮社）1979年に
発生した三菱銀行立てこもり事件を題材にしたフィクション。事件が「解決」
しても「解明」されていないという疑問を抱き、新聞記者は若手記者ととも
に犯人の30年の生涯や母親、愛人などの関係者へ執念深い取材を行う。残
忍な殺人犯を生んで育てたのは母性か女性か社会か。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

日
米
の
密
約
。
Ａ
Ｉ
使
用
で
話
題
の
芥
川
賞
受
賞
作
。
Ｓ
Ｆ
作
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
。
書

店
を
愛
す
る
作
家
５
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
。
川
を
背
景
に
３
人
の
女
性
の
人
生
を
紡
ぐ
中

編
集
。
実
際
の
立
て
こ
も
り
事
件
か
ら
着
想
、
犯
人
に
迫
る
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

ア
ラ
ス
カ
州
で
巨
大
な
氷

河
の
上
を
歩
く
（Glacier 

W
alking

）、
ア
イ
ダ
ホ
州

で
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
天

然
の
温
泉
に
浸
か
る
（Hot 

Springs

）、
ユ
タ
州
で
赤
岩
が

そ
び
え
立
つ
狭
い
峡
谷
を
ロ

ー
プ
で
下
る
（Canyoning

）、

ネ
バ
ダ
州
で
砂
漠
を
走
る
列
車

の
窓
か
ら
満
天
の
星
空
を
眺
め

る（Stargazing Train

）な
ど
。

ア
メ
リ
カ
の
す
べ
て
の
州
で
で

き
る
冒
険
が
、
美
し
い
ポ
ス
タ

ー
画
で
紹
介
さ
れ
た
本
。

　

こ
の
『The 50 States

』

シ
リ
ー
ズ
は
「
ア
メ
リ
カ
を
旅

す
る
な
ら
、
そ
の
土
地
で
し
か

で
き
な
い
最
高
の
体
験
は
何

か
」
と
い
う
視
点
で
描
か
れ
て

い
る
た
め
、
読
書
が
苦
手
な
子

ど
も
で
も
図
鑑
を
み
る
感
覚
で

ど
ん
ど
ん
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
た

く
な
る
。
ま
た
、
エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ
な
自
然
体
験
や
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
が
臨
場
感
た
っ

ぷ
り
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

で
、
子
ど
も
た
ち
の
冒
険
心
と

好
奇
心
を
刺
激
す
る
。
地
理
・

自
然
・
歴
史
文
化
に
関
す
る
雑

学
や
「
こ
ん
な
旅
を
し
て
み
た

い
」
と
思
わ
せ
る
魅
力
的
な
ス

ポ
ッ
ト
が
満
載
さ
れ
た
本
。　
　

米
50
州
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験

 『50 Adventures in the 50 States』
Written by Alissa Malnati
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夏
は
、
肌
に
と
っ
て
一
年
の

中
で
も
特
に
過
酷
な
季
節
で

す
。
強
い
紫
外
線
、
エ
ア
コ
ン

に
よ
る
乾
燥
、
汗
や
皮
脂
の
増

加
に
よ
っ
て
、
肌
表
面
は
ベ
タ

つ
い
て
い
る
の
に
、
内
側
で
は

水
分
が
不
足
す
る
「
イ
ン
ナ
ー

ド
ラ
イ
」
の
状
態
に
な
り
や
す

く
な
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
秋
以
降
の
く
す
み

や
乾
燥
、
ハ
リ
不
足
に
つ
な
が

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

夏
の
お
手
入
れ
で
大
切
な
の

は
、「
落
と
す
・
補
う
・
守
る
」

の
3
ス
テ
ッ
プ
。
Ｎ
Ｙ
サ
ロ
ン

で
は
、
こ
の
夏
か
ら
日
本
製
の

SHINSO Skin Care

を
新
た

に
取
り
扱
い
ま
す
。
フ
ラ
ー
レ

ン
や
Ｅ
Ｇ
Ｆ
な
ど
の
整
肌
成
分

を
配
合
し
、
肌
本
来
の
美
し
さ

を
引
き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て

日
本
で
開
発
さ
れ
た
、
サ
ロ
ン

品
質
の
ス
キ
ン
ケ
ア
ブ
ラ
ン
ド

で
す
。
肌
を
強
く
こ
す
ら
ず
、

や
さ
し
く
お
手
入
れ
す
る
と
い

う
考
え
方
も
、
夏
の
デ
リ
ケ
ー

ト
な
肌
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

ま
ず
は
、
汗
や
皮
脂
、
古
い

角
質
な
ど
を
き
ち
ん
と
「
落
と

す
」
こ
と
。
ジ
ェ
ル
タ
イ
プ

の
角
質
ケ
ア
製
品
「SHINSO 

Glow

」
は
、
肌
に
や
さ
し
く

な
じ
ま
せ
る
こ
と
で
、
不
要
な

角
質
や
汚
れ
を
取
り
除
き
、
な

め
ら
か
な
肌
へ
整
え
ま
す
。
夏

は
角
質
が
厚
く
な
り
や
す
い
た

め
、
肌
の
状
態
を
見
な
が
ら
定

期
的
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

次
は
、
失
わ
れ
た
う
る
お
い

を
「
補
う
」
こ
と
。「SHINSO 

Essence

」
に
は
、
フ
ラ
ー
レ

ン
や
Ｅ
Ｇ
Ｆ
な
ど
の
整
肌
成

分
、
植
物
由
来
エ
キ
ス
が
配
合

さ
れ
、
乾
燥
を
防
ぎ
な
が
ら
、

み
ず
み
ず
し
く
ハ
リ
の
あ
る
肌

へ
整
え
ま
す
。
夏
は
保
湿
を
控

え
が
ち
で
す
が
、「
さ
っ
ぱ
り
」

だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
、
し
っ
か

り
と
う
る
お
い
を
補
う
こ
と
が

美
肌
へ
の
近
道
で
す
。

　

そ
し
て
、
日
中
の
乾
燥
か
ら

肌
を
「
守
る
」
の
が
「SHINSO 

Mist

」
で
す
。
メ
イ
ク
の
上
か

ら
で
も
使
え
る
た
め
、
乾
燥
を

感
じ
た
時
に
手
軽
に
保
湿
で
き

ま
す
。
夏
に
受
け
た
ダ
メ
ー
ジ

は
秋
の
肌
に
現
れ
ま
す
。
紫
外

線
対
策
に
加
え
、
角
質
ケ
ア
・

美
容
液
・
ミ
ス
ト
保
湿
を
習
慣

に
し
て
、
秋
も
透
明
感
と
ハ
リ

の
あ
る
肌
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴

30
年
。SKIN DEEP NYC

美

容
皮
膚
科
、Yukie Natori 

Salon & Spa 

オ
ー
ナ
ー
。
日

本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

　

真
紅
の
バ
ラ
の
花
束
を
抱
え

て
、
友
人
の
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
乗
る
。
中

に
は
男
の
人
が
三
人
い
て
、
ひ

と
り
が
リ
ボ
ン
の
付
い
た
色
と

り
ど
り
の
花
束
を
抱
え
て
立
っ

て
い
た
。 

　

ま
あ
、
偶
然
ね
。
な
ん
て
き

れ
い
な
花
、
と
私
が
声
を
か
け

る
と
、
私
の
花
に
手
を
向
け
、

君
の
も
ね
、
と
そ
の
人
が
ほ
ほ

笑
ん
だ
。 

　

こ
れ
は
フ
ラ
ワ
ー
・
デ
ィ
ス

ト
リ
ク
ト
で
買
っ
た
ん
だ
よ
。

あ
そ
こ
は
す
ば
ら
し
い
ん
だ
。

　

フ
ラ
ワ
ー
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ク

ト
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
六
番

街
と
七
番
街
の
間
の
二
十
八
丁

目
を
中
心
と
す
る
一
帯
だ
。
観

葉
植
物
、
鉢
植
え
、
切
り
花
、

ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
、
造
花
、
資

材
な
ど
、
花
に
関
連
す
る
も
の

な
ら
何
で
も
扱
う
店
が
、
軒
を

並
べ
て
い
る
。 

　

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
よ
う
に
造
花

だ
け
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
店
も 岡

田
岡
田  

光
世
光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 エッセイ連載 7070

あ
れ
ば
、
店
そ
の
も
の
が
冷
蔵

庫
に
な
っ
て
い
る
、
切
り
花
の

専
門
店
も
あ
る
。 

　

結
婚
式
の
と
き
、
私
た
ち
も

あ
そ
こ
で
大
量
に
花
を
買
っ
て

き
た
わ
。
も
う
ず
い
ぶ
ん
前
の

こ
と
だ
け
ど
、
と
私
が
思
い
出

話
を
語
る
。 

　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
の
色

に
合
わ
せ
て
、
オ
フ
ホ
ワ
イ
ト

や
淡
い
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
を
た
く

さ
ん
買
い
込
ん
だ
。
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
習
っ
て
い

た
友
人
が
、
私
が
持
つ
ブ
ー
ケ

や
夫
の
胸
に
刺
す
ブ
ー
ト
ニ
ア

な
ど
を
作
っ
て
く
れ
た
。 　
　

　

教
会
の
結
婚
式
で
は
、
証
人

が
男
女
三
人
ず
つ
、
前
に
立
っ

た
。
彼
ら
の
ブ
ー
ト
ニ
ア
や
ブ

ー
ケ
も
用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。 

　

式
の
日
ま
で
花
が
新
鮮
で
あ

る
よ
う
に
と
、
友
人
は
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
で
冷
房
を
か
け
続

け
、
彼
女
の
夫
は
風
邪
を
引
い

て
し
ま
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
緯
度
は
青
森
と
同
じ
で
、
五

月
上
旬
で
も
ま
だ
肌
寒
い
日
が

あ
る
。

　

そ
れ
は
大
変
だ
っ
た
ね
、
と

男
の
人
が
笑
っ
た
。

で
、
と
彼
が
続
け
る
。 

　

Are you still married to 
the same man? 

　

今
も
同
じ
男
と
結
婚
し
て
る

の
か
い
？

　

み
ん
な
が
笑
っ
た
。
二
組
に

一
組
が
離
婚
す
る
、
ア
メ
リ
カ

人
ら
し
い
質
問
だ
。 

　

そ
う
よ
。 

　

Then it was worth it, 
right? 

　

じ
ゃ
あ
、
友
だ
ち
も
そ
の
甲

斐
が
あ
っ
た
、
っ
て
こ
と
だ

ろ
？

　

君
た
ち
夫
婦
が
今
も
一
緒
な

ら
、
友
だ
ち
の
夫
も
風
邪
を
引

い
た
甲
斐
が
あ
っ
た
ね
、
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。 

　

彼
は
そ
う
言
う
と
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
降
り
て
い
っ
た
。 

　

自
分
の
思
い
出
ば
か
り
話
し

て
、
彼
の
花
束
に
つ
い
て
聞
く

の
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。 

　

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
紳
士

か
ら
、
あ
の
花
束
を
贈
ら
れ
る

人
は
、
想
像
す
る
し
か
な
い
。 

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
８
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魔
法
の
か
か
り
方
』
に
収
録

さ
れ
て
い
ま
す
。　

https://
w
w
w
.am

azon.co.jp/
dp/4167717220

　

最
高
級
名
門
ホ
テ
ル
「
ウ

ォ
ル
ド
ル
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」（
パ
ー
ク
街

３
０
１
番
地
、
49
丁
目
と
50
丁

目
の
間
）
内
の
ゲ
ラ
ン
・
ウ
ェ

ル
ネ
ス
・
ス
パ
で
、
毎
週
火

曜
の
午
後
６
時
か
ら
７
時
ま

で
、
ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

「Dancing with Isabella

」
が

開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
を
ベ

ー
ス
に
、
ジ
ャ
ズ
や
リ
リ
カ

ル
、
バ
レ
エ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
な

ど
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
姿
勢

改
善
や
柔
軟
性
、
体
幹
を
意
識

し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
内
容
。
バ
レ
エ
経
験
は

問
わ
ず
、
初
心
者
も
無
理
な
く

楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ

て
い
る
。
レ
ッ
ス
ン
後
は
、
同

ス
パ
の
サ
ウ
ナ
や
ス
チ
ー
ム
ル

ー
ム
等
の
施
設
を
利
用
で
き
る

の
で
、
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー
な
ウ

ェ
ル
ネ
ス
体
験
が
楽
し
め
る
。

講
師
は
Ｎ
Ｙ
を
拠
点
に
活
動
す

る
バ
レ
エ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

（Petit Allongé Bella NY

デ

ィ
レ
ク
タ
ー
）
の
イ
ザ
ベ
ラ
・

ト
ー
レ
ス
さ
ん
。
ク
ラ
ス
は
英

語
だ
が
日
本
人
に
は
日
本
語
で

対
応
す
る
。

　

参
加
費
は
55
ド
ル
。
申

し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ

イ

トhttps://www.
waldorfastorianewyorkspa.
com/fi tness/#pvolve

を
参

照
す
る
。

ウ
ォ
ル
ド
ル
フ
・
ア
ス
ト
リ
ア
で

ウ
ェ
ル
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

花
束
を
抱
え
た
者
同
士 

「
落
と
す
・
補
う
・
守
る
」

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
日
本
人
学

校
（
本
荘
真
校
長
）
は
10
日
、

１
学
期
の
終
業
式
を
行
っ
た
。

は
じ
め
に
校
長
先
生
が
、
夏
休

み
を
迎
え
る
に
あ
た
り
「
目
標

を
も
っ
て
過
ご
す
こ
と
」
の
大

切
さ
に
つ
い
て
話
し
た
。
長
い

休
み
だ
か
ら
こ
そ
自
分
な
り
の

目
標
を
決
め
、
計
画
的
に
挑
戦

す
る
こ
と
で
充
実
し
た
夏
休
み

に
し
て
ほ
し
い
と
述
べ
た
。
ま

た
家
庭
で
は
家
族
の
一
員
と
し

て
積
極
的
に
手
伝
い
を
し
、
家

族
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
行
動

で
表
し
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。

　

次
に
、
初
等
部
・
中
等
部
の

各
学
年
か
ら
代
表
が
一
人
ず

つ
、
１
学
期
を
振
り
返
っ
て
発

表
し
た
。
運
動
会
や
委
員
会
活

動
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
し
、

一
つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

し
た
こ
と
や
、
友
達
と
支
え
合

い
な
が
ら
成
長
で
き
た
こ
と
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
１
学
期
の
思

い
出
や
学
び
を
話
し
た
。
代
表

者
の
中
に
は
、
こ
の
終
業
式
を

最
後
に
日
本
へ
本
帰
国
す
る
児

童
・
生
徒
も
お
り
、
Ｎ
Ｊ
校
へ

の
思
い
や
体
験
で
き
た
貴
重
な

経
験
な
ど
を
話
し
た
。そ
し
て
、

日
本
に
帰
国
し
て
か
ら
も
Ｎ
Ｊ

校
で
の
経
験
を
生
か
し
て
い
き

た
い
と
、
力
強
く
言
葉
を
締
め

く
く
っ
た
。

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校

目
標
を
持
っ
て
過
ご
す

　

東
京
都
小
金
井
市
に
あ
る
帰

国
生
受
け
入
れ
校
の
国
際
基
督

教
大
学
高
等
学
校
（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
高

校
）
が
、
高
校
生
活
の
様
子
、

授
業
内
容
や
卒
業
後
の
進
路
、

そ
し
て
入
試
に
つ
い
て
よ
く
知

っ
て
も
ら
う
た
め
の
学
校
説
明

会
・
相
談
会
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

／
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区
で

開
催
す
る
。
開
催
日
程
は
次
の

通
り
。

　

ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
地
区

は
、
８
月
22
日
（
土
）
午
後

2
時
30
分
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
補
習
授
業
校
Ｗ
校
（Port 

Chester Middle School

）。　

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
地
区

は
、
８
月
23
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本

語
学
校 

（Rider University

）

に
て
。　

　

内
容
は
、
同
校
の
教
育
や
生

徒
の
学
校
生
活
全
般
、
入
試
に

つ
い
て
の
「
全
体
説
明
会
」
と
、

希
望
者
の
み
「
個
別
相
談
」
を

行
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

参
加
申
し
込
み
はhttps://

m
irai-com

pass.net/usr/
icuhsh/event/evtIndex.jsf 

か
ら
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://icu-h.ed.jp/admin/
usasession2026.html 

を
参

照
。
問
い
合
せ
は
電
話
81
・

４
２
２
・
３
３
・
３
４
０
、
Ｅ
メ

ー
ル icuhs-rs@icu.ac.jp

（
国

際
基
督
教
大
学
高
等
学
校
・
帰

国
生
徒
教
育
セ
ン
タ
ー
）ま
で
。

Ｎ
Ｙ
と
Ｎ
Ｊ
で
開
催

ICU高校
学校説明会と相談会

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

「
大
き
な
成
長
と
達
成
感
」

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

は
７
月
10
日
、
1
学
期
の
終
業

式
が
行
わ
れ
た
。
児
童
生
徒
た

ち
に
と
っ
て
、
ス
ク
ー
ル
ピ
ク

ニ
ッ
ク
や
運
動
会
な
ど
数
々
の

学
校
行
事
、
委
員
会
活
動
や
ク

ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通
じ
て
新
し

い
こ
と
に
進
ん
で
挑
戦
し
、
大

き
な
成
長
と
達
成
感
を
得
た
1

学
期
と
な
っ
た
。

　

終
業
式
で
は
、
２
年
生
の
代

表
児
童
が
1
学
期
の
楽
し
か
っ

た
思
い
出
と
し
て
、
ア
ー
ト
科

で
大
好
き
な
絵
に
挑
戦
し
た
こ

と
や
、
生
活
科
で
行
っ
た
グ
リ

ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
の
探
検
、

そ
し
て
毎
日
大
切
に
水
や
り
を

し
て
ナ
ス
の
生
長
を
見
守
っ
た

野
菜
作
り
の
経
験
に
つ
い
て
振

り
返
っ
た
。
９
年
生
の
代
表
生

徒
は
、
最
高
学
年
と
し
て
学
校

を
支
え
る
責
任
の
重
さ
を
実
感

し
、
委
員
会
活
動
で
み
ん
な
の

意
見
を
ま
と
め
て
運
営
し
て
い

く
難
し
さ
と
大
切
さ
を
学
ん
だ

こ
と
、
そ
し
て
苦
手
な
教
科
に

も
バ
ラ
ン
ス
良
く
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
い
う
今
後
の
抱
負

な
ど
を
話
し
た
。
森
本
校
長
は

ア
メ
リ
カ
建
国
２
５
０
周
年
の

節
目
の
年
に
ち
な
み
、
ア
メ
リ

カ
建
国
の
父
の
一
人
で
あ
る
ベ

ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
フ
ラ
ン
ク
リ
ン

や
同
時
期
に
日
本
で
活
躍
し
た

平
賀
源
内
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交

え
な
が
ら
、
身
の
回
り
の
不
思

議
を
よ
く
観
察
す
る
こ
と
や

「
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
」
と
い

う
好
奇
心
を
も
つ
こ
と
の
大
切

さ
に
つ
い
て
述
べ
た
。さ
ら
に
、

1
学
期
に
培
っ
た
気
付
き
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
夏
休
み

に
は
学
校
で
は
で
き
な
い
大
き

な
挑
戦
に
少
し
で
も
取
り
組
ん

で
、
さ
ら
に
学
び
を
深
め
て
ほ

し
い
と
児
童
生
徒
た
ち
に
力
強

い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

森
本
校
長
が

平
賀
源
内
説
く

1学期の終業式各校で

http://www.gwjs.org
https://miray109.com/
https://artofhaiku.org/
https://www.kokinshodo.com/
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp
mailto:icuhs-rs@icu.ac.jp
https://mirai-compass.net/usr/icuhsh/event/evtIndex.jsf
https://icu-h.ed.jp/admin/usasession2026.html
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Ｑ　

２
人
の
子
ど
も
が
別
々
の

習
い
事
を
し
て
い
る
場
合
、
練

習
場
所
も
異
な
る
こ
と
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は

親
の
送
迎
が
必
要
だ
と
聞
き
ま

す
が
、
放
課
後
の
限
ら
れ
た
時

間
を
ど
の
よ
う
に
や
り
く
り
し

て
い
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ

い
。

Ａ　

我
が
家
の
場
合
、
長
男
は

野
球
の
リ
ト
ル
リ
ー
グ
、
長
女

は
テ
ニ
ス
を
習
っ
て
い
ま
し
た

の
で
、
野
球
場
と
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
の
送
迎
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
大
切
な
の
が
時
間
配
分

で
す
。
道
路
が
混
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
を
見
越
し

て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
ま
し

た
。
長
男
の
野
球
の
練
習
は
、

約
半
年
分
く
ら
い
曜
日
と
時
間

が
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
の
で
、

そ
れ
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
ベ
ー

ス
に
し
て
長
女
の
テ
ニ
ス
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
レ
ッ
ス
ン
を
入
れ

ま
し
た
。
他
に
も
体
操
や
水
泳

を
習
っ
て
い
ま
し
た
が
、
空
き

時
間
を
う
ま
く
や
り
く
り
し
て

い
ま
し
た
。
少
し
経
つ
と
野
球

チ
ー
ム
内
に
も
知
り
合
い
が
で

き
、
練
習
が
終
わ
っ
た
後
、
私

の
お
迎
え
が
間
に
合
わ
な
か
っ

た
時
は
、
チ
ー
ム
の
お
母
様
方

が
一
緒
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い

つ
も
家
族
で
練
習
を
見
に
行
っ

て
い
る
と
自
然
と
顔
馴
染
み
に

な
り
仲
良
く
な
り
ま
す
。
兄
弟

姉
妹
が
い
る
ご
家
庭
が
多
か
っ

た
の
で
、
そ
こ
は
「
お
互
い
さ

ま
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
チ

ー
ム
の
保
護
者
同
士
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合
っ

て
、
野
球
場
に
子
ど
も
を
一
人

残
し
て
お
く
こ
と
の
な
い
よ
う

に
コ
ー
チ
も
率
先
し
て
目
を
配

っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
ま
た

早
く
練
習
が
終
わ
っ
た
子
ど
も

た
ち
が
集
ま
っ
て
遊
ぶ
こ
と
も

多
く
、
我
が
子
た
ち
も
そ
の
中

に
混
ざ
っ
て
学
校
も
学
年
も
違

う
お
友
達
が
で
き
て
楽
し
そ
う

に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
ミ
ド
ル
ス
ク

ー
ル
に
な
る
と
練
習
内
容
が
濃

く
な
り
時
間
も
長
く
な
る
の

で
、
調
整
が
ハ
ー
ド
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
大
変
な
の
は
平
日

の
夕
方
や
休
日
に
実
施
さ
れ
る

試
合
の
日
で
す
。
夫
が
長
男
の

野
球
の
試
合
に
、
私
が
長
女
の

テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
つ
い

て
行
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す

が
、
交
代
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
野
球
の
シ
ー
ズ
ン
オ
フ

は
長
男
も
テ
ニ
ス
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
に
出
場
し
て
い
た
の
で
、
二

人
の
試
合
の
応
援
を
す
る
た

め
、
丸
一
日
家
族
全
員
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
で
過
ご
す
日
も
あ
り
ま

し
た
。
同
性
の
兄
弟
姉
妹
の
場

合
は
同
じ
ス
ポ
ー
ツ
を
習
わ
せ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す

が
、
年
齢
が
違
え
ば
練
習
時
間

が
違
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
一

概
に
そ
の
方
が
楽
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
バ
レ
エ

や
音
楽
な
ど
の
芸
術
系
を
習
っ

て
い
る
場
合
も
同
じ
で
す
。

　

送
迎
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

変
更
の
少
な
い
も
の
を
中
心
と

し
て
、
何
よ
り
安
全
第
一
で
時

間
に
余
裕
を
持
た
せ
る
の
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
を

中
心
に
ご
家
族
で
話
し
合
っ
て

無
理
の
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

組
む
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
し
て
お
友
達
が
で
き
た
ら
、

カ
ー
プ
ー
ル
を
す
る
な
ど
の
方

法
も
検
討
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

　

ア
メ
リ
カ
に
は
「
ホ
ッ
ケ
ー

マ
ム
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
を
早
朝
や
深
夜
の

リ
ン
ク
に
送
迎
し
て
試
合
に
付

き
添
う
献
身
的
な
母
親
の
様
子

を
表
す
言
葉
で
す
が
、
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
の
パ
ッ
ク
の
よ
う
に

行
っ
た
り
来
た
り
忙
し
く
頑
張

り
、
保
護
者
同
士
の
交
流
や
子

ど
も
の
成
長
を
見
守
る
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
フ
レ
ー
ズ
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
我
が
子
た
ち

は
す
で
に
成
人
し
ま
し
た
が
、

今
で
も
送
迎
時
の
こ
と
は
楽
し

か
っ
た
思
い
出
と
し
て
心
に
刻

ま
れ
て
い
る
と
話
し
て
く
れ
ま

す
。
16
歳
を
過
ぎ
る
と
運
転
免

許
が
取
れ
る
の
で
自
分
で
運
転

す
る
子
ど
も
が
増
え
、
ま
た
違

っ
た
心
配
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ

れ
ま
で
の
間
、「
ホ
ッ
ケ
ー
マ

ム
」
を
楽
し
む
く
ら
い
の
前
向

き
な
気
持
ち
で
過
ご
し
て
み
る

の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
「
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

海
外

赴
任
サ
ポ
ー
ト
」
で
は
「
帰
国

生
の
た
め
の
学
校
案
内
」
を
毎

年
発
行
し
て
い
ま
す
。
帰
国
生

入
試
を
行
う
首
都
圏
の
学
校
を

訪
問
し
て
集
め
た
帰
国
生
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
入
試
・
編
入
情
報

な
ど
を
掲
載
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
の

上
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生海外赴任サポート
● ホームページから　 
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1983年 10月設立。海外在住経験のある
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長男 9歳～ 15歳、長女 7歳～ 14歳

習い事の送迎はどうしていますか？

　

こ
ど
も
の
く
に
幼
稚
園
の
サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
で
空
手
が
実
施

さ
れ
た
。
３
・
４
歳
児
の
子
ど

も
達
は
、
先
生
の
大
き
な
声
や

迫
力
あ
る
動
き
に
興
味
津
々
。

先
生
の
真
似
を
し
て
腕
を
動
か

し
た
り
、「
き
あ
ー
い
」
と
元

気
に
声
を
出
し
て
み
た
り
と
、

空
手
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
な
が

ら
参
加
し
て
い
た
。
５
・
６
・
７

歳
ク
ラ
ス
は
、
先
生
の
「
お

す
！
」
と
い
う
威
勢
の
良
い
挨

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
（
本
荘
真
校
長
）
で
９
日
、

Ｐ
Ｔ
Ｏ
主
催
に
よ
る
夏
ま
つ
り

が
開
か
れ
た
。
終
業
式
を
翌
日

に
控
え
た
校
内
は
、
児
童
生
徒

の
歓
声
に
包
ま
れ
、
夏
休
み
前

の
ひ
と
と
き
を
楽
し
む
姿
が
見

ら
れ
た
。
Ｐ
Ｔ
Ｏ
役
員
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
保
護
者
が
事
前
に

準
備
を
重
ね
、
日
本
の
夏
ま
つ

拶
を
聞
い
て
、
子
ど
も
達
の
背

筋
が
キ
リ
っ
と
伸
び
引
き
締
ま

っ
た
。
先
生
の
声
に
合
わ
せ
て

腕
を
伸
ば
し
た
り
、
足
を
高
く

上
げ
た
り
、
気
合
い
の
入
っ
た

掛
け
声
が
ホ
ー
ル
い
っ
ぱ
い
に

響
き
渡
っ
た
。

　

空
手
の
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
学

ぶ
と
同
時
に
、
体
幹
を
使
っ
た

動
き
を
マ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
を
使

っ
て
跳
ん
だ
り
、
走
っ
た
り
、

し
ゃ
が
ん
だ
り
と
、
遊
び
の
要

素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
楽
し
く

体
を
動
か
し
た
。
静
と
動
の
メ

リ
ハ
リ
の
あ
る
活
動
に
、
年
長

児
を
中
心
と
し
た
子
ど
も
達
は

真
剣
な
表
情
で
取
り
組
み
、
回

数
を
重
ね
る
ご
と
に
力
強
い
動

き
や
掛
け
声
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。「
明
日
も
で
き

る
？
」
と
毎
日
の
空
手
を
楽
し

み
に
す
る
声
も
聞
か
れ
、
１
週

間
を
通
し
て
取
り
組
ん
だ
空
手

で
、
礼
儀
や
挨
拶
の
大
切
さ
に

触
れ
、
年
齢
に
応
じ
て
体
を
動

か
す
楽
し
さ
や
挑
戦
す
る
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

り
の
雰
囲
気
を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
企
画
し
た
。
在
外
で
生
活
す

る
児
童
生
徒
の
中
に
は
、
日
本

の
夏
ま
つ
り
を
経
験
し
た
こ
と

が
少
な
い
子
ど
も
も
お
り
、
貴

重
な
機
会
と
な
っ
た
。

　

会
場
で
は
、
空
気
で
っ
ぽ
う

を
使
っ
た
「
的
あ
て
」
や
、
空

気
で
膨
ら
ま
せ
た
ピ
ン
を
倒

す
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」、
的
に
向

か
っ
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
「
ス

ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」、
水
の
入

っ
て
い
な
い
バ
ケ
ツ
か
ら
風
船

を
釣
る
「
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
が
用
意

さ
れ
、
児
童
生
徒
は
思
い
思
い

に
楽
し
ん
だ
。
タ
レ
ン
ト
シ
ョ

ー
は
「
〇
×
ク
イ
ズ
」「
ダ
ン

ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」「
私
は

何
で
し
ょ
う
ク
イ
ズ
」「
シ
ル

エ
ッ
ト
ク
イ
ズ
」「
リ
コ
ー
ダ

ー
演
奏
」「
リ
コ
ー
ダ
ー
合
奏
」

「
コ
ン
ト
」
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

仲
間
の
発
表
に
会
場
は
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
企
業
か
ら
提

供
さ
れ
た
景
品
が
当
た
る
「
く

じ
引
き
」
も
行
わ
れ
、
当
選
し

た
児
童
生
徒
は
景
品
を
手
に
し

て
喜
び
の
表
情
を
見
せ
た
。
終

業
式
と
夏
休
み
を
目
前
に
、
児

童
生
徒
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
行

事
と
な
っ
た
。

サマースクールで空手
こどものくに幼稚園

Ｎ
Ｊ
日
本
人
学
校
で

夏
ま
つ
り
を
開
催

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

http://shidogakuin.com
http://www.jwsnj.org/
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/


応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi  cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

北米伊藤園新俳句グランプリ2026　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

英語部門

う
つ
む
け
る
向
日
葵
と
目
の
合
ひ
し
午
後　

金
子
晴
代 

Ｎ
Ｃ
州

直
線
の
の
ち
に
曲
線
み
ず
す
ま
し　

は
ぎ
は
ら
敏
子 

Ｎ
Ｙ
州

投
げ
し
貝
ま
た
吾
の
掌
に
桜
桃
忌　小

住
英
之 

Ｎ
Ｙ
州

畳
み
皺
残
し
て
纏
う
夏
衣　
　

川
越
範
子 

Ｐ
Ａ
州

芝
刈
り
の
夏
の
香
り
を
深
呼
吸　

永
井
千
寿 

Ｎ
Ｊ
州

そ
ぼ
降
る
や
紫
陽
花
の
陰
猫
潜
む　
　

澪
つ
く
し 
Ｎ
Ｙ
州

SAM
URAI

の
敗
れ
し
帰
路
へ
夏
の
風

櫻
井
陽
子 

Ｎ
Ｙ
州

ラ
ン
ド
セ
ル 

は
じ
め
て
会
っ
た
日 

わ
す
れ
な
い　

二
宮
智
花 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
授
業
補
習
校
小
３　

９
歳
）

ち
ょ
う
ち
ょ
う
が 

わ
た
し
の
か
た
で 

ひ
と
や
す
み　

斎
藤
永
美
理 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３　

９
歳
）

せ
み
の
声 

に
ゅ
う
ど
う
雲
に 

す
い
か
に
も　

中
村
朱
里
杏 

Ｎ
Ｙ
州

（ケ
ネ
デ
ィ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４　

９
歳
）

春
の
風 

友
と
歩
く
よ 

橋
の
上　鹿

島
由
梨
乃 

Ｍ
Ａ
州

（ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４　

９
歳
）

半
ズ
ボ
ン 

草
の
矢
だ
ら
け 

逃
亡
中 　

大
塚
良
平 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５　

10
歳
）

夏
遊
び 

ぐ
っ
た
り
ソ
フ
ァ
ー 

ま
た
明
日　

永
井
壮
太 

Ｎ
Ｊ
州

（ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
６　

12
歳
）

あ
れ
欲
し
い 

屋
台
を
飾
る 

入
道
雲 　

小
野
晴
生 

Ｐ
Ａ
州

（ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
高
３　

17
歳) 

neighborhood street fair
every iris on the block
blue

 ─Julie Schwerin, WI                             

blue sky . . .
plucking the � rst
ripe berry 

─Paula Sears, NH

small bouquet on a head-
stone sweetgrass
─Lorraine A Padden, CA  

last warm weekend
         a white sail
              crossing the sunset

─Barrie Levine, MA
 

spider lilies—
one swing in shadow
the other in light

─Sandip Chauhan, VA
 
steady heat 
a coyote’s howl 
swallows the moon
─Rowan Beckett Minor, OH

late August
the lawn chair
still facing the garden

─Travis Park, IN

2026年（令和 8年）7月 25日（土） ［企画のページ］　　（14  ）

「6月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2026」の6月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳
未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂
いたことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日
本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選
出されます。現在も引き続き7月分の応募を受け付けており、7月31日ま
で随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

2026

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2026は、米国東部時間2026年1月1日12:00AMから2026年10月31日
11:59PMまで開催します。
＊11月1日から12月31日にされた応募は2027年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社およ
びこれらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、
募集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。
日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは
問いません。
英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。
18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。
［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Email　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、
HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。
応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお
送りください。
オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。
※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。
応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権
者のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ
らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ
せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。
・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。
 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補
作品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるため
には、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2026年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%
金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、クリステン・リンドクイスト
（敬称略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補
作品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示
す書類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となりま
す。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー
銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー
銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー
候 補 作品は、各応 募 期 間の翌 月第 4週号の「週刊 N Y生活」、ウェブサイト
 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、
2026年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項
は、ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り
7 7/1/26 7/31/26 11:59:59pm 7/31/26
8 8/1/26 8/30/26 11:59:59pm 8/31/26
9 9/1/26 9/30/26 11:59:59pm 9/30/26
10 10/1/26 10/31/26 11:59:59pm 10/31/26

応募
期間 開始 終了

候補者への
おおよその
通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18歳未満部門
から選出される
候補作品

7 8/1/26 8/6/26 8/10/26 7 7 7
8 9/1/26 9/8/26 9/11/26 7 7 7
9 10/1/26 10/7/26 10/9/26 7 7 7
10 11/1/26 11/9/26 11/11/26 7 7 7

日
本
語
部
門

18
歳
未
満
部
門

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org


（15）　　 ［作文のページ］ 2026年（令和 8年）7月 25日（土 )

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

週刊NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定
 ●小、中、高生＝テーマは自由です。アメリカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください
（随時募集）。ただし、未発表の作品に限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚
半）を目安に最長2000 字まで。●住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名を明記、
写真を必ず添えて  nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

主催 :ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　
僕
は
、
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ

で
ア
メ
リ
カ
育
ち
だ
し
、
僕

の
友
達
も
み
ん
な
ア
メ
リ
カ

人
だ
け
ど
、
僕
は
日
本
人
だ

と
い
う
認
識
で
毎
日
を
暮
ら

し
て
い
る
。
日
本
人
と
い
う

こ
と
が
僕
の
一
番
の
誇
り
。

歴
史
の
授
業
で
日
本
の
事
が

書
い
て
あ
る
と
胸
が
高
ま
る
。

日
本
の
事
を
友
達
に
話
す
と

き
も
と
て
も
得
意
げ
だ
。
ア

メ
リ
カ
生
活
し
か
知
ら
な
い

僕
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
日
本

へ
の
プ
ラ
イ
ド
が
あ
る
の
か

考
え
て
み
た
。
で
も
考
え
て

み
て
、
答
え
が
わ
か
ら
な
か

っ
た
。
気
に
せ
ず
毎
日
を
な

ん
と
な
く
、
す
ご
し
て
い
た
。

　
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
だ

と
は
思
う
が
、
正
直
、
違
和

感
を
感
じ
る
と
こ
ろ
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
教
育
シ
ス
テ
ム

は
古
い
と
思
う
し
、
経
済
も

成
長
し
て
い
な
い
と
き
く
。

円
が
だ
ん
だ
ん
安
く
な
っ
て

る
。
日
本
人
の
大
人
は
、
う

れ
し
く
も
な
い
の
に
う
れ
し

い
と
言
い
あ
っ
た
り
、
純
粋

じ
ゃ
な
い
笑
み
を
浮
か
べ
た

り
す
る 

。
そ
う
い
う
所
が
不

気
味
に
ゾ
っ
と
す
る
。
自
己

肯
定
感
も
先
進
国
の
中
で
と

て
も
低
く
、
自
殺
率
も
高
い

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
ア
メ
リ

カ
で
は
あ
る
。
ア
ニ
メ
や
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
せ
い
で
日

本
の
イ
メ
ー
ジ
が
安
っ
ぽ
く

な
っ
て
い
る
。
人
口
減
っ
て

い
る
し
、
少
子
高
齢
化
も
深

刻
な
問
題
に
な
っ
て
る
。
だ

け
ど
な
ぜ
だ
ろ
う
、
日
本
は

僕
の
誇
り
だ
。
日
本
は
僕
の

国
だ
。
他
の
国
籍
な
ん
て
絶

対
に
嫌
だ
。

　
二
年
前
の
夏
、
日
本
へ
旅

行
に
行
っ
た
と
き
、
行
列
に

並
び
、
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表

キ
ャ
プ
テ
ン
の
遠
藤
航
選
手

に
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
時
、
お
母
さ
ん
が
こ
う
言

っ
た
。『
国
を
背
負
っ
て
戦
っ

て
い
る
あ
な
た
方
の
お
か
げ

で
、
異
国
で
育
っ
た
私
の
息

子
達
は
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
を
心
に
留
め
て
く
れ
ま
す
、

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
！
』

お
母
さ
ん
の
言
っ
て
い
る
こ

と
に
つ
い
て
、
考
え
た
、
そ

し
て
、
ま
た
あ
の
質
問
に
戻

っ
た
。
な
ぜ
僕
は
こ
ん
な
に

日
本
人
で
あ
る
こ
と
を
誇
り

「
自
己
紹
介
と
他
己
紹
介
」

　
　

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
本
　
和
佳

「
地
球
の
逆
側
か
ら
日
本

代
表
を
応
援
す
る
俺
」

　
　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桐
野
　
航
平

高
く
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
？

　
サ
ッ
カ
ー
は
僕
に
と
っ
て

も
の
す
ご
く
大
事
。
僕
に
と

っ
て
の
毎
日
だ
。
4
歳
の
時

か
ら
ず
っ
と
や
っ
て
き
た
僕

に
色
々
な
景
色
を
見
さ
せ
て

く
れ
た
。
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
サ
ッ
カ
ー
は
僕
を
助
け
て

く
れ
る
は
ず
だ
。
悲
し
か
っ

た
り
、
色
々
う
ま
く
い
っ
て

な
い
時
、
ボ
ー
ル
を
蹴
り
に

行
っ
て
全
部
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
る
。
ど
ん
な
事
が
あ
っ

た
っ
て
、
ボ
ー
ル
を
蹴
れ
ば
、

機
嫌
よ
く
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
、

笑
顔
で
家
に
帰
る
こ
と
が
で

き
る
ん
だ
。
自
由
時
間
の
半

分
は
サ
ッ
カ
ー
観
戦
、
も
う

半
分
は
実
際
サ
ッ
カ
ー
を
す

る
こ
と
。
サ
ッ
カ
ー
を
僕
以

上
に
愛
し
て
い
る
人
に
は
会

っ
た
こ
と
が
な
い
！
と
言
え

る
ほ
ど
、
サ
ッ
カ
ー
オ
タ
ク

兼
選
手
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー

日
本
代
表
の
試
合
は
全
部
チ

ェ
ッ
ク
し
て
る
。
僕
が
本
気

で
泣
い
た
の
は
、
日
本
代
表

の
試
合
で
だ
け
。
日
本
代
表

の
お
か
げ
で
日
本
人
で
あ
る

と
い
う
僕
の
帰
属
意
識
が

徐
々
に
開
花
し
て
い
く
よ
う

に
感
じ
る
。
サ
ッ
カ
ー
日
本

代
表
は
、
日
本
人
が
世
界
で

戦
え
る
と
証
明
し
て
く
れ
る

存
在
だ
。
あ
の
姿
を
見
る
た

び
に
、「
日
本
人
っ
て
か
っ
こ

い
い
」
と
思
え
る
。
だ
か
ら

自
然
と
、
日
本
人
で
あ
る
こ

と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
の
だ
と
思
う
。

　
ア
メ
リ
カ
に
い
た
ら
、
人

種
差
別
的
な
こ
と
を
言
わ
れ

る
の
は
普
通
だ
。
そ
う
い
う

時
に
少
し
で
も
落
ち
込
ん
だ

り
自
信
を
無
く
し
た
り
し
た

ら
、
日
本
代
表
の
活
躍
ぶ
り

を
見
て
元
気
を
も
ら
え
る
。

「
日
本
人
で
も
W
杯
で
こ
ん
な

活
躍
出
来
る
ん
だ
ぞ
！
そ
ん

な
ん
無
視
し
ろ
。
俺
も
で
き

る
。」
そ
う
信
じ
て
自
分
の
誇

り
を
守
る
ん
だ
。
日
本
代
表

は
、
そ
し
て
日
本
は
、
結
局
、

僕
自
身
で
あ
り
、
僕
の
所
属

し
て
い
る
誇
ら
し
い
国
な
ん

だ
。
　
　
　
　

　
　
　   

　
　（
米
国
生
ま
れ
）

　

じ
ゅ
業
で
、
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
あ

っ
て
、
相
手
を
紹
介
す
る
「
他

己
紹
介
」
を
し
ま
し
た
。

　

誰
か
の
こ
と
を
紹
介
す
る

た
め
に
は
、
相
手
の
こ
と
を

知
る
た
め
に
た
く
さ
ん
質
問

を
す
る
必
要
が
あ
る
と
わ
か

り
ま
し
た
。
私
は
、
質
問
に

答
え
て
く
れ
た
相
手
の
様
子

を
付
け
加
え
な
が
ら
紹
介
し
、

そ
の
人
の
み
り
ょ
く
を
伝
え

ま
し
た
。

　

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
が
私
に
つ

い
て
ど
ん
な
こ
と
を
話
し
て

く
れ
る
の
か
わ
く
わ
く
し
ま

し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
私
は

自
分
で
自
分
の
こ
と
を
紹
介

す
る
よ
り
も
き
ん
ち
ょ
う
し

ま
し
た
。「
自
分
が
知
っ
て
い

る
自
分
」
と
「
相
手
か
ら
見

え
て
い
る
自
分
」
は
ち
が
う

か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
私
を
紹
介
し
て
く

れ
た
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
は
、
私

が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
習
っ
て

い
る
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て

く
れ
、
そ
の
こ
と
を
も
と
に

紹
介
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
を
通
し
て
、

私
は
こ
れ
か
ら
自
己
紹
介
を

す
る
と
き
に
は
私
の
好
き
な

こ
と
を
た
く
さ
ん
伝
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
、
自
分
の
こ
と
を
知

っ
て
も
ら
え
る
だ
け
で
な
く
、

自
分
と
同
じ
こ
と
が
好
き
な

人
と
出
会
え
る
か
も
し
れ
な

い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
共
通

の
好
き
な
こ
と
に
つ
い
て
話

を
し
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
活

動
し
た
り
で
き
る
と
思
う
と

わ
く
わ
く
し
ま
す
。
そ
う
考

え
た
ら
、
自
己
紹
介
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

   （
滞
米
３
年
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

ぼ
く
は
、
ま
ち
た
ん
け
ん
で

グ
リ
ニ
ッ
チ
ア
ベ
ニ
ュ
ー
に
あ

る
、
ダ
イ
ア
ン
ズ
ブ
ッ
ク
ス
と

い
う
本
屋
さ
ん
に
行
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
見
つ
け
た
ひ
み
つ

に
つ
い
て
せ
つ
め
い
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
か
べ
に
サ
イ
ン

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

ぼ
く
は
、
か
べ
中
に
書
か
れ

て
い
る
サ
イ
ン
を
見
て
、
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。
お
店
の

人
に
だ
れ
の
サ
イ
ン
か
を
聞

い
て
み
る
と
「
こ
れ
は
、
本

の
さ
く
し
ゃ
の
サ
イ
ン
で
す

よ
。」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
サ
イ
ン
が
あ
っ

て
、
れ
き
し
を
か
ん
じ
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
も
、
ダ
イ
ア
ン

ズ
ブ
ッ
ク
ス
に
行
っ
た
と
き

に
は
、
か
べ
に
サ
イ
ン
が
あ

る
の
で
、
見
て
み
て
く
だ
さ

い
。　

  
              （

滞
米
１
年
３
か
月
） 　

ぼ
く
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

と
思
う
も
の
は
、
雲
を
つ
れ

て
来
る
ぼ
う
し
で
す
。
名
前

は
、
雲
来
る
ぼ
う
し
で
す
。

考
え
た
り
ゆ
う
は
、
あ
つ
い

夏
で
も
雲
が
来
る
と
気
も
ち

が
い
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

色
は
、
黒
く
て
形
は
丸
い

で
す
。
大
き
さ
は
二
十
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
で
す
。

　

は
た
ら
き
は
、
雲
を
の
れ

る
よ
う
に
し
て
、
つ
れ
て
来

る
こ
と
で
す
。
雪
を
ふ
ら
せ

た
か
っ
た
ら
雪
雲
を
つ
れ
て

来
て
、
公
園
に
す
ぐ
行
け
ま

す
。
そ
し
て
、
雪
あ
そ
び
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
に
ち
こ
く
し

そ
う
に
な
っ
て
も
雲
来
る
ぼ

う
し
を
か
ぶ
っ
て
大
い
そ
ぎ

で
学
校
へ
つ
れ
て
行
っ
て
く

れ
ま
す
。

　

雨
の
日
で
も
、
雲
来
る
ぼ

う
し
を
か
ぶ
っ
て
、
雨
を
ほ

か
の
国
に
つ
れ
て
行
っ
て
く

れ
た
り
も
し
ま
す
。

　

い
つ
か
こ
の
雲
来
る
ぼ
う

し
を
か
ぶ
っ
て
、
に
じ
の
雲

を
よ
ん
で
、
そ
の
下
で
キ
ャ

ン
プ
が
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
滞
米
９
か
月
）　

「
ダ
イ
ア
ン
ズ
ブ
ッ
ク
ス
の

ひ
み
つ
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
塚
　
道
仁

「
遠
足
バ
ス
は
、ゲ
ー
ム
バ
ス
」

　
　
　

N
Y
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
里
名

　

私
が
春
の
遠
足
で
楽
し
か

っ
た
の
は
、
バ
ス
の
行
き
と

帰
り
で
す
。

　

私
は
行
き
の
バ
ス
で
れ
ん

君
、
れ
い
ち
ゃ
ん
、
金
子
あ

や
の
ち
ゃ
ん
と
伝
言
ゲ
ー
ム
、

し
つ
問
ゲ
ー
ム
と
私
を
笑
わ

せ
る
ゲ
ー
ム
も
や
り
ま
し
た
。

私
を
笑
わ
せ
る
ゲ
ー
ム
で
は
、

す
ぐ
笑
っ
て
し
ま
う
の
で
笑

わ
せ
る
人
達
の
方
が
有
利
だ

と
心
の
お
く
で
思
っ
て
い
ま

し
た
。
伝
言
ゲ
ー
ム
や
し
つ

問
ゲ
ー
ム
で
は
、
み
ん
な
で

お
題
を
出
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
の
中
に
は
む
ず
か
し

く
て
だ
れ
も
分
か
ら
な
い
の

も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
も
、

と
て
も
か
ん
単
な
お
題
も
あ

り
ま
し
た
。

　

帰
り
の
バ
ス
で
は
、
五
年

生
の
西
村
綾
乃
ち
ゃ
ん
と
三

年
生
の
わ
か
な
ち
ゃ
ん
と
ジ

ャ
ン
ケ
ン
を
し
て
、
そ
の
間
、

も
う
か
た
方
の
手
で
か
ん
太

君
と
く
す
ぐ
り
合
っ
て
い
ま

し
た
。
ジ
ャ
ン
ケ
ン
は
ど
っ

ち
か
が
負
け
た
ら
、
も
う
一

回
や
ろ
う
と
言
う
の
で
な
か

な
か
決
着
が
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

バ
ス
の
中
で
み
ん
な
と
話

し
て
い
る
と
、
ど
ん
ど
ん
相

手
の
こ
と
を
も
っ
と
知
り
、

も
っ
と
仲
良
く
慣
れ
て
、
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

私
は
来
年
も
み
ん
な
と
楽
し

く
春
の
遠
足
に
行
き
た
い
で

す
。

　

育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
で
は
、
移
動
教

室
や
校
外
学
習
、
ス
ケ
ー
ト

教
室
等
で
も
ス
ク
ー
ル
バ
ス

に
乗
り
ま
す
。
五
年
生
の
自

覚
を
も
ち
、
低
学
年
に
や
さ

し
く
し
た
い
で
す
。
そ
し
て
、

良
い
手
本
に
な
れ
る
よ
う
心

が
け
る
た
め
に
、
今
か
ら
練

習
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　

   （
米
国
生
ま
れ
）

「
雲
来
る
ぼ
う
し
」

　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小

　
　
　
　
　
　
く
わ
田
　
し
ゅ
ん
じ
ろ
う

https://starchildny.com/
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豪
華
な
平
屋
の
一
軒
家

　

前
回
、
平
屋
の
利
点
を
書
い
た
が
、
今
回
、
紹
介
し
た
い
の
は
、
豪

華
な
平
屋
の
一
軒
家
。
２
エ
ー
カ
ー
の
森
に
囲
ま
れ
た
家
で
、
総
面
積
、

４
３
２
２
平
方
フ
ィ
ー
ト
と
い
う
広
さ
。
こ
の
物
件
の
大
き
な
魅
力
は
、
間

取
り
に
あ
る
。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
バ
ス
ル
ー
ム
が
独

立
し
て
い
て
、
廊
下
を
挟
ん
で
、
２
つ
の
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
と
１
つ
の
バ
ス
ル

ー
ム
が
あ
る
。
夫
婦
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
完
全
に
守
ら
れ
て
い
る
間
取
り
。

ま
た
、
リ
ビ
ン
グ
・
ル
ー
ム
と
ダ
イ
ニ
ン
グ
を
経
て
、
キ
ッ
チ
ン
と
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
ル
ー
ム
が
く
の
字
を
反
対
に
し
た
よ
う
に
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
間
取
り
は
、
人
が
集

ま
っ
た
と
き
で
も
疲
れ
た
ら
音
を
気

に
せ
ず
に
寝
室
で
休
む
こ
と
が
で
き

る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ル
ー
ム
や
キ
ッ

チ
ン
に
い
る
ゲ
ス
ト
の
声
も
気
に
な

り
に
く
い
構
造
だ
。
ま
た
、
す
べ
て

の
部
屋
か
ら
、
庭
が
見
え
る
と
い
う

粋
な
レ
イ
・
ア
ウ
ト
。
ま
る
で
、
山

の
中
の
イ
ン
に
滞
在
し
て
い
る
よ
う

だ
。

　

こ
れ
だ
け
で
も
十
分
だ
が
、
さ
ら

に
、
２
階
に
１
Ｂ
Ｒ
と
バ
ス
ル
ー
ム

が
追
加
さ
れ
て
い
る
の
で
、
親
戚
や

友
達
が
長
期
滞
在
し
て
も
気
に
な
ら

な
い
設
計
。
キ
ッ
チ
ン
は
、
完
全
な

オ
ー
プ
ン
・
コ
ン
セ
プ
ト
で
、
十
分

な
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
あ
る
。
デ
ィ
ッ

シ
ュ
・
ウ
ォ
ッ
シ
ャ
ー
は
大
小
一
つ

づ
つ
つ
い
て
い
る
の
で
、
皿
の
多
さ
に
合
わ
せ
て
大
き
さ
を
選
べ
る
。
ブ
レ

ッ
ク
・
フ
ァ
ス
ト
・
エ
リ
ア
は
床
暖
房
が
設
置
さ
れ
、
冬
の
寒
さ
も
気
に
な

ら
な
い
。
移
り
行
く
季
節
を
眺
め
な
が
ら
の
休
日
の
ブ
ラ
ン
チ
は
、
最
高
か

と
思
う
。

　

所
在
地
は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
高
級
住
宅
街
サ
ド
ル
・
リ
バ
ー
で

２
エ
ー
カ
ー
・
ゾ
ー
ン
。
こ
の
町
の
特
徴
と
し
て
、
タ
ッ
ク
ス
が
低
い
と
い

う
の
も
利
点
だ
。
リ
ス
テ
ィ
ン
グ
価
格
は
２
１
０
万
ド
ル
。　

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
０
１
・
７
７
９
・
４
５
０
８
、
Ｅ
メ
ー
ル 

Mfurusho@theagencyonerock.com     

古
姓
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
ザ
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
ワ
ン
・
ロ
ッ
ク
不
動
産
）

　

マ
ル
セ
ル
・
ブ
ロ
イ
ヤ
ー

は
、
ブ
ル
タ
リ
ス
ト
建
築
家
で

１
９
４
０
年
以
降
、
活
躍
し
た

人
物
で
あ
る
。
パ
リ
の
ユ
ネ
ス

コ
本
部
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は

旧
ホ
イ
ッ
ト
ニ
ー
美
術
館
を
設

計
し
た
。
イ
ェ
ー
ル
大
学
の
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
で
あ
る
コ
ネ
テ
ィ

カ
ッ
ト
州
ニ
ュ
ー
ヘ
イ
ブ
ン

に
、
一
眼
見
る
と
目
を
疑
う
建

物
が
国
道
95
号
線
沿
い
に
そ
び

え
立
つ
。
大
型
家
具
店
イ
ケ
ア

の
隣
に
健
在
す
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
怪
物
に
、
3
階
と
4
階
部

分
が
抜
け
て
い
る
の
に
気
付

く
。

　

１
９
７
０
年
に
完
成
後
、
ア

ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
ラ
バ
ー
カ
ン

パ
ニ
ー
の
本
社
と
し
て
使
わ

れ
、
１
９
８
８
年
に
イ
タ
リ
ア

に
本
社
を
置
く
ピ
ネ
リ
タ
イ
ヤ

の
米
国
支
社
と
し
て
し
ば
ら
く

活
用
さ
れ
た
。
長
い
間
空
き
家

状
態
が
続
い
た
後
、
イ
ケ
ア
の

米
国
本
社
の
ホ
ー
ム
と
な
っ

た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
な
ど
で
、

オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
ク
が
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
に
時
代
が
変
わ
り
、
こ

の
ビ
ル
は
２
０
２
２
年
に
ホ
テ

ル
・
マ
ル
セ
ル
と
生
ま
れ
変
わ

っ
た
。

　

大
手
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
、
ヒ

ル
ト
ン
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ホ

テ
ル
・
マ
ル
セ
ル
は
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
テ
ー
マ
と
し
、
屋
上
に
あ
る

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
の
自
家
発

電
で
「
米
国
初
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
」、

ホ
テ
ル
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
Ｂ

Ｌ
Ｄ
Ｇ
」
で
は
ロ
ー
カ
ル
の
牧

場
や
農
場
か
ら
の
新
鮮
な
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
仕
入
れ
、
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
内
で
製
造
さ
れ

る
ド
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
バ
ー
ボ

ン
も
提
供
さ
れ
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
か
ら
約
1
時
間
強
の
高
速

道
路
の
出
口
に
近
い
た
め
、
休

憩
や
電
気
自
動
車
を
チ
ャ
ー
ジ

す
る
だ
け
に
立
ち
寄
る
利
用
者

も
多
い
。

　

ま
る
で
浮
い
て
い
る
か
の
よ

う
に
ビ
ル
が
吹
き
抜
け
て
い
る

こ
の
不
思
議
な
建
物
は
こ
の
街

の
象
徴
的
な
建
造
物
と
し
て
、

マ
ニ
ア
の
間
で
人
気
な
国
家
歴

史
登
録
財
建
築
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

　　

Hotel Marcel
W

ebsite: hotelmarcel.com

住
所: 500 Sargent Drive, 

New Haven, CT 06511

電
話
番
号: 203-780-7800

ブ
ル
タ
リ
ス
ト
建
築
と

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
思
考
ホ
テ
ル

https://www.redacinc.com/
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:hello@libret.com
http://www.startsnewyork.com
https://qrco.de/bekbQo
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
mailto:Mfurusho@theagencyonerock.com
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人
は
誰
で
も
、「
誰
か
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
い
う
願
い
を

心
の
ど
こ
か
に
持
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

発
音
指
導
を
続
け
る
中
で
、

私
が
最
も
心
を
動
か
さ
れ
る
瞬

間
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
受

講
生
の
方
が
勇
気
を
出
し
て
発

し
た
一
言
で
、
相
手
の
表
情
が

ふ
っ
と
や
わ
ら
ぎ
、
目
が
輝
く

瞬
間
で
す
。
そ
の
と
き
変
わ
る

の
は
、
英
語
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
自
分
の
言
葉
が
誰
か

に
届
い
た
」。
そ
の
実
感
が
、

自
分
自
身
を
信
じ
る
力
へ
と
変

わ
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

英
語
を
学
ぶ
理
由
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
。
仕
事
や
旅

行
、
留
学
や
趣
味
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
け
れ
ど
、
そ
の
先
に
は

も
う
一
つ
、
大
き
な
喜
び
が
あ

り
ま
す
。
自
分
の
言
葉
で
誰
か

を
笑
顔
に
し
、
安
心
さ
せ
、
勇

気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

　

世
界
は
、
完
璧
な
英
語
を
待

っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
あ
な
た
と
い
う
人
を
待
っ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
自
分
の
声

を
恐
れ
な
い
で
、
大
切
に
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
声
に
は
、
ま

第
9
回　

あ
な
た
の
声
は
、
誰
か
の
希
望
に
な
る

̶
 

世
界
は
、
あ
な
た
の
言
葉
を
待
っ
て
い
る ̶

だ
出
会
っ
た
こ
と
の
な
い
誰
か

の
心
を
動
か
す
力
が
あ
り
ま

す
。

　

英
語
と
い
う
美
し
い
音
の
世

界
は
、
そ
の
声
を
世
界
へ
届
け

る
、
や
さ
し
い
架
け
橋
な
の
で

す
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ
：
ス
ラ
イ

ド
メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。

著
書
『
最
強
英
語
発
音
メ
ソ

ッ
ド
』。
発
音
教
育
を
通
し

て
、
人
が
「
聴
く
力
」
と
「
声

で
つ
な
が
る
力
」
を
取
り
戻

す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
活
動
。

slidemethod.com

227

 　
猛
暑
で
す
ね
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
も
暑
い
で
す
か
？

　

夏
の
始
ま
る
直
前
の
こ
の
時

期
が
一
番
い
い
で
す
ね
。
８
月

よ
り
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
７
月
。

梅
雨
が
終
わ
っ
て
カ
ラ
ッ
と
し

た
天
気
。
夏
休
み
が
始
ま
る
前

の
、
ま
だ
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
身
体
に
、
ジ
リ
ジ
リ
と
汗
が

滲
み
、
こ
れ
で
も
か
と
言
わ
ん

ば
か
り
の
刺
激
的
な
太
陽
。
染

み
渡
る
眩
し
い
日
光
。
う
ち
は

庭
に
自
然
に
生
え
た
青
紫
蘇
が

数
百
葉
成
る
ん
で
す
。
毎
朝
、

私
は
、
青
虫
か
と
言
わ
ん
ば
か

り
の
、
紫
蘇
む
し
ゃ
む
し
ゃ
。

納
豆
に
混
ぜ
た
り
、
ソ
ー
メ
ン

の
出
汁
に
ア
ホ
ほ
ど
入
れ
た

り
、
夜
は
大
量
の
青
紫
蘇
天
ぷ

ら
祭
り
。
祭
り
と
い
え
ば
、
あ

ち
こ
ち
の
神
社
で
神
輿
が
そ
ぞ

ろ
歩
き
、
夜
店
の
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
が
い
つ
も
の
値
段
の
３
倍

く
ら
い
で
売
ら
れ
て
て
も
買
っ

ち
ゃ
う
ん
で
す
よ
ね
。
私
は
、

ど
う
せ
３
倍
の
値
段
で
買
う
な

ら
ち
ょ
っ
と
お
こ
げ
ま
じ
り
の

焼
き
そ
ば
を
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

パ
ッ
ク
に
こ
れ
で
も
か
と
詰
め

込
ん
で
く
れ
る
威
勢
の
い
い
あ

ん
ち
ゃ
ん
も
こ
の
季
節
に
似
合

う
感
じ
で
い
い
で
す
ね
。
ま
さ

に
日
本
の
こ
の
季
節
。
も
う
一

年
中
、
初
夏
で
い
い
の
に
と
思

っ
て
し
ま
う
く
ら
い
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
祭
り
価
格
の

「
い
つ
も
よ
り
３
倍
高
め
」
と

い
う
夜
店
価
格
。
実
は
夜
店
だ

け
の
話
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ラ
ー
メ
ン
を
一

杯
食
べ
よ
う
と
す
る
と
、
チ
ッ

プ
も
合
わ
せ
て
15
〜
18
ド
ル
く

ら
い
は
し
ま
す
よ
ね
。
1
ド
ル

１
６
０
円
換
算
で
２
４
０
０
〜

２
９
０
０
円
。
日
本
の
街
の
ラ

ー
メ
ン
が
８
０
０
〜
１
０
０
０

円
く
ら
い
だ
と
す
る
と
、
ち
ょ

う
ど
３
倍
前
後
。
夜
店
の
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
と
同
じ
倍
率
で

円
安
進
行
時
に
お
け
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
単
価

す
。
大
阪
市
港
区
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
価
格
が
登
場
で
す
わ
。

　

実
は
こ
の
円
安
、
今
ま
さ
に

ニ
ュ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

７
月
に
入
り
、
円
相
場
は
一
時

１
ド
ル
＝
１
６
２
円
台
ま
で
下

落
し
、１
９
８
６
年
12
月
以
来
、

実
に
39
年
半
ぶ
り
の
円
安
水
準

を
つ
け
ま
し
た
。
懐
か
し
い
プ

ラ
ザ
合
意
の
頃
を
思
い
出
す
方

も
い
ら
っ
し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。

５
月
に
は
政
府
・
日
銀
が
過
去

最
大
規
模
と
な
る
約
11
・
７
兆

円
も
の
為
替
介
入
を
行
い
、
一

時
１
５
５
円
台
ま
で
戻
し
た
の

で
す
が
、
そ
の
効
果
も
長
く
は

続
か
ず
、
再
び
１
６
２
円
台
ま

で
押
し
戻
さ
れ
て
い
ま
す
。
背

景
に
は
、
ア
メ
リ
カ
が
利
上
げ

を
続
け
る
一
方
、
日
本
は
動
き

に
く
い
と
い
う
日
米
の
金
融
政

策
の
方
向
性
の
違
い
が
あ
る
よ

う
で
す
。
介
入
が
あ
っ
て
も
数

週
間
か
ら
１
か
月
ほ
ど
で
元
に

戻
る
、
と
い
う
展
開
が
こ
こ
数

年
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
今
回

も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
と
見

る
向
き
が
多
い
よ
う
で
す
。
し

か
し
懐
か
し
が
っ
て
ば
か
り
も

い
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
０
０
円
、

２
４
０
円
…
…
、
そ
ん
な
水
準

に
ま
で
戻
っ
て
し
ま
う
日
が
来

る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
う
い
う
円
安
の
話
を
し
て

い
る
と
、
日
本
の
介
護
保
険
サ

ー
ビ
ス
の
単
価
も
、
実
は
ま
あ

ま
あ
の
値
段
に
な
っ
て
き
て
い

る
な
と
感
じ
ま
す
。
身
体
介
護

は
10
〜
20
分
程
度
と
い
う
短
い

時
間
区
分
だ
と
１
６
７
０
円
。

こ
れ
は
、起
床
時
の
水
分
補
給
、

服
薬
確
認
、
お
む
つ
や
パ
ッ
ド

の
交
換
と
い
っ
た
、
ご
く
短
時

間
で
終
わ
る
内
容
で
す
。
ト
イ

レ
介
助
の
よ
う
に
排
泄
そ
の
も

の
に
時
間
が
か
か
る
ケ
ー
ス

は
、
た
い
て
い
20
分
を
超
え
る

た
め
、
次
の
時
間
区
分
（
20
〜

30
分
程
度
で
４
１
０
０
円
）
に

該
当
し
ま
す
。
そ
こ
に
さ
ら
に

掃
除
や
洗
濯
と
い
っ
た
生
活
援

助
10
〜
20
分
程
度
を
組
み
合
わ

せ
る
と
５
７
３
０
円
ほ
ど
に
な

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で

介
護
保
険
が
認
め
る
サ
ー
ビ
ス

単
価
の
話
。
実
際
に
利
用
者
様

が
ご
負
担
す
る
の
は
、
原
則
と

し
て
こ
の
１
割
で
す
。
つ
ま
り

５
７
３
０
円
の
サ
ー
ビ
ス
で
も

自
己
負
担
は
６
０
０
円
弱
。
円

安
で
モ
ノ
の
値
段
が
じ
り
じ
り

上
が
る
中
、
こ
の
負
担
割
合
の

仕
組
み
だ
け
は
、
幸
い
ま
だ
揺

ら
い
で
い
ま
せ
ん
。と
は
い
え
、

社
会
保
障
費
の
膨
張
が
続
け

ば
、
い
ず
れ
こ
の
１
割
負
担
の

在
り
方
自
体
も
議
論
の
的
に
な

っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

夜
店
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
値

段
に
敏
感
に
な
る
の
と
同
じ
く

ら
い
、
我
々
の
将
来
の
介
護
保

険
制
度
が
ど
う
な
っ
て
い
く
の

か
に
も
、
目
を
向
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
利
用
者

あ
り
き
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
は

ず
な
の
に
、
国
は
「
制
度
の
維

持
」
ば
か
り
を
強
調
し
て
い
る

よ
う
で
、
そ
こ
は
少
し
心
配
で

す
。
で
も
、
私
が
な
ん
と
か
し

ま
す
。声
を
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル

プ
ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業

者
連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
（
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
）
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@helpz.jp

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
で
、

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
名
物
の
観

光
馬
車
を
禁
止
す
る
法
案
が
成

立
す
る
公
算
が
強
ま
っ
て
い

る
。
法
案
は
、
６
月
の
馬
車
事

故
で
死
亡
し
た
イ
ン
ド
人
観
光

客
ロ
マ
ン
チ
・
マ
ハ
ジ
ャ
ン
さ

ん
（
18
）
に
ち
な
み
「
ロ
マ
ン

チ
法
」
と
呼
ば
れ
、
営
業
許
可

の
新
規
発
行
や
更
新
を
段
階
的

に
停
止
し
、
２
０
２
８
年
６
月

１
日
ま
で
に
馬
車
を
全
面
廃
止

す
る
内
容
。
市
議
会
の
ジ
ュ
リ

ー
・
メ
ニ
ン
議
長
が
支
持
を
表

明
し
、
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ

市
長
も
労
働
者
の
再
就
職
支
援

を
条
件
に
趣
旨
に
賛
同
、
市
議

会
議
員
の
過
半
数
の
支
持
を
得

て
い
る
と
み
ら
れ
、
保
健
委
員

会
で
法
案
を
可
決
後
、
早
け
れ

ば
８
月
に
本
会
議
で
採
決
さ
れ

成
立
す
る
見
込
み
だ
。
焦
点
は

す
で
に
、
御
者
ら
へ
の
雇
用
・

所
得
補
償
を
め
ぐ
る
法
案
修
正

に
移
っ
て
い
る
。　

　

７
月
15
日
の
市
議
会
公
聴
会

は
９
時
間
以
上
に
及
ん
だ
。
マ

ハ
ジ
ャ
ン
さ
ん
の
父
親
は
イ
ン

ド
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
、「
目

を
閉
じ
る
た
び
、
悲
鳴
と
無
力

感
、
息
子
の
命
が
失
わ
れ
た
瞬

間
を
思
い
出
す
」
と
証
言
し
、

再
発
防
止
を
訴
え
た
。
動
物
愛

護
団
体
は
、
交
通
量
の
多
い
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
馬
を
働
か
せ
る

こ
と
は
危
険
で
非
人
道
的
だ
と

主
張
し
て
い
る
。

　

一
方
、
馬
車
御
者
や
運
輸
労

組
は
、
主
に
移
民
か
ら
な
る
約

２
０
０
人
の
雇
用
が
失
わ
れ
る

と
し
て
反
対
。
馬
は
定
期
的
な

検
査
を
受
け
、
適
切
に
飼
育
さ

れ
て
い
る
と
し
、
事
故
を
理
由

に
伝
統
産
業
そ
の
も
の
を
廃
止

す
る
の
は
行
き
過
ぎ
だ
と
反
論

す
る
。

　

馬
車
は
１
８
６
３
年
ご
ろ
か

ら
公
園
で
観
光
客
を
乗
せ
、
映

画
や
広
告
を
通
じ
て
「
ロ
マ
ン

チ
ッ
ク
な
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
の

象
徴
と
な
っ
た
。
一
方
で
、
現

在
は
ペ
ッ
ト
保
護
団
体
と
し
て

知
ら
れ
る
米
動
物
虐
待
防
止
協

会
（
Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
は
、
馬
へ

の
虐
待
を
目
撃
し
た
ヘ
ン
リ

ー
・
バ
ー
グ
が
１
８
６
６
年
に

設
立
し
た
も
の
で
、
規
制
を
求

め
る
運
動
も
馬
車
と
ほ
ぼ
同
じ

歴
史
を
持
つ
。
現
在
は
68
台
が

営
業
許
可
を
受
け
て
い
る
。
１

年
間
に
４
週
間
の
休
暇
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
。
法
案
に
は

御
者
を
観
光
、
接
客
業
な
ど
に

移
行
さ
せ
る
職
業
訓
練
も
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
法
案
が
成
立

す
れ
ば
、
約
１
６
５
年
続
い
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
風
景
が
幕
を

閉
じ
る
こ
と
に
な
る
。

　

40
年
以
上
馬
車
の
御
者
を
し

て
い
る
男
性
は
３
人
の
子
供
を

大
学
に
行
か
せ
、
２
人
は
弁
護

士
に
な
っ
た
と
誇
ら
し
げ
に
語

っ
た
。
ま
た
15
日
の
公
聴
会
に

参
加
し
た
別
の
御
者
は
、「
馬

車
の
営
業
が
停
止
に
な
れ
ば
、

御
者
に
は
再
就
職
の
道
や
補
償

が
あ
る
が
、
馬
は
、
馬
術
愛
好

家
な
ど
に
売
ら
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
多
く
は
市
に
引
き
取

ら
れ
て
殺
処
分
と
な
る
運
命

だ
。
そ
れ
が
動
物
愛
護
団
体
が

希
望
し
て
い
た
こ
と
だ
と
は
思

わ
な
い
」
と
話
し
た
。　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
の
馬
車

１
６
５
年
の
歴
史
に
幕
か

客待ちをする御者（20日、三浦良一撮影）
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日
常
生
活
で
積
み
重
な
る
些

細
な
不
満
や
断
ち
切
り
た
い
悪

習
慣
、人
間
関
係
の
悩
み
な
ど
、

誰
も
が
何
か
し
ら
の
「
切
り
た

い
縁
」を
抱
え
て
い
る
も
の
だ
。

そ
ん
な
心
の
モ
ヤ
モ
ヤ
を
す
っ

き
り
と
洗
い
流
し
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
す
の
に
お
す
す
め

の
場
所
が
あ
る
。
群
馬
県
太
田

市
に
あ
る
徳
川
満
徳
寺
（
と
く

が
わ
ま
ん
と
く
じ
）
は
、
鎌
倉

の
東
慶
寺
と
並
び
、
江
戸
幕
府

が
正
式
に
認
め
て
い
た
日
本
に

２
つ
だ
け
の
縁
切
寺
（
駆
け
込

み
寺
）
だ
。

　

満
徳
寺
は
、
徳
川
一
族
と
深

い
繋
が
り
を
持
つ
尼
寺
だ
っ

た
。
特
に
有
名
な
の
が
、
２
代

将
軍
秀
忠
の
娘
、
千
姫
（
せ
ん

ひ
め
）の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

豊
臣
秀
頼
に
嫁
い
だ
も
の
の
、

大
坂
の
陣
で
豊
臣
家
が
滅
亡
。

そ
の
後
、
千
姫
が
秀
頼
と
離
縁

す
る
際
、
満
徳
寺
に
入
寺
し
た

と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
で
法

的
に
離
婚
を
成
立
さ
せ
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
女
性
側
か
ら
離

婚
を
切
り
出
す
こ
と
は
制
度
的

に
ほ
ぼ
不
可
能
だ
っ
た
。
夫
か

ら
理
不
尽
な
扱
い
を
受
け
て

も
、
泣
き
寝
入
り
す
る
し
か
な

い
時
代
。
そ
ん
な
な
か
、
満
徳

寺
の
門
内
に
逃
げ
込
み
、
一
定

期
間
の
修
行
を
積
め
ば
、
夫
の

同
意
が
な
く
て
も
合
法
的
に
離

婚
で
き
る
と
い
う
特
権
が
与
え

ら
れ
て
い
た
。
満
徳
寺
は
、
女

性
た
ち
に
と
っ
て
人
生
を
リ
セ

ッ
ト
で
き
る
場
所
だ
っ
た
。

　

現
在
、
当
時
の
建
物
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
本
堂
跡
な
ど
が

復
元
さ
れ
「
縁
切
寺
満
徳
寺
遺

跡
公
園
」
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
場
所
の
見
ど
こ
ろ

は
、敷
地
内
に
あ
る
資
料
館
だ
。

入
館
料
を
払
う
と
、
ま
ず
解
説

ビ
デ
オ
を
見
る
よ
う
に
言
わ
れ

た
の
で
大
型
テ
レ
ビ
の
前
に
座

る
と
、
昔
テ
レ
ビ
で
や
っ
て
い

た
『
ま
ん
が
日
本
昔
話
』
を
彷

彿
と
さ
せ
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

が
は
じ
ま
る
。
語
り
は
、
も
ち

ろ
ん
市
原
悦
子
さ
ん
で
あ
る
。

夫
と
の
不
仲
や
生
活
苦
に
悩
む

江
戸
時
代
の
女
性
が
、
意
を
決

し
て
満
徳
寺
へ
駆
け
込
も
う
と

し
た
矢
先
、
追
い
か
け
て
き
た

夫
に
捕
ま
り
そ
う
に
な
る
が
、

履
い
て
い
た
草
履
を
門
の
中
へ

投
げ
込
み
、
無
事
保
護
さ
れ
る

と
い
う
内
容
だ
。
当
時
の
ル
ー

ル
と
し
て
、
本
人
が
完
全
に
中

に
入
れ
な
く
て
も
履
き
物
や
着

物
の
一
部
を
門
内
に
投
げ
込
め

ば
「
駆
け
込
み
成
立
」
と
み
な

さ
れ
た
と
い
う
。

　

館
内
に
は
、
徳
川
家
康
を
は

じ
め
と
す
る
歴
代
将
軍
の
位
牌

や
、
江
戸
時
代
初
期
に
製
作
さ

れ
た
家
康
公
の
肖
像
画
が
並

ぶ
。
さ
ら
に
、
妻
が
満
徳
寺
に

駆
け
込
ん
だ
際
に
夫
を
呼
び
出

し
て
離
婚
交
渉
を
行
っ
た
「
寺

役
場
」
の
復
元
や
、実
際
の
「
離

縁
状
（
三
く
だ
り
半
）」
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

こ
こ
で
の
一
番
人
気
と
な
っ
て

い
る
の
が
、
体
験
型
の
願
掛
け

ス
ポ
ッ
ト
「
縁
切
・
縁
結
厠
（
か

わ
や
）」
で
あ
る
。
黒
と
白
の

昔
な
つ
か
し
い
和
式
水
洗
便
器

が
並
ぶ
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
小

部
屋
に
誰
も
が
驚
き
、
笑
顔
に

な
っ
て
し
ま
う
場
所
だ
。

　

願
掛
け
の
方
法
は
、
縁
切
り

と
縁
結
び
の
用
紙
を
購
入
し
、

記
入
し
て
流
す
と
い
う
シ
ン
プ

ル
な
も
の
。
１
枚
に
は
「
切
り

た
い
悪
縁
や
悪
習
慣
」、
も
う

１
枚
に
は
「
こ
れ
か
ら
結
び
た

い
良
縁
」
を
そ
れ
ぞ
れ
書
き
込

む
。
記
入
例
を
見
る
と
、
縁
切

り
に
は
「
酒
・
タ
バ
コ
・
ギ
ャ

ン
ブ
ル
・
い
じ
め
・
独
身
」
な

ど
、
縁
結
び
に
は
「
良
い
友

人
・
幸
せ
な
結
婚
・
ポ
ッ
ク
リ
」

な
ど
と
あ
っ
て
、
老
若
男
女
が

抱
く
願
い
の
多
様
性
を
微
笑
ま

し
く
眺
め
た
。
私
は
す
ぐ
に
思

い
つ
く
悪
習
慣
が
な
か
っ
た
の

で
、用
紙
に
「
病
気
」
と
書
き
、

白
い
便
器
に
そ
っ
と
置
い
て
水

を
流
し
た
。
紙
は
し
ば
ら
く
す

る
と
水
に
溶
け
て
ば
ら
ば
ら
に

な
る
の
で
、
視
覚
的
に
も
悪
い

も
の
を
分
解
し
て
流
し
、
決
別

で
き
た
よ
う
な
ス
ッ
キ
リ
感
を

味
わ
え
る
。
続
い
て
、
隣
に
あ

る
黒
い
便
器
へ
「
健
康
」
と
書

い
た
用
紙
を
入
れ
、
同
じ
よ
う

に
水
を
流
し
て
願
掛
け
は
完
了

だ
。
両
方
と
も
水
（
ト
イ
レ
）

に
流
し
て
し
ま
う
の
だ
が
、
不

思
議
と
こ
れ
で
健
康
が
約
束
さ

れ
た
よ
う
な
清
々
し
い
気
持
ち

に
な
れ
る
。

　

ま
た
、
当
時
の
駆
け
込
み
寺

の
リ
ア
ル
を
知
る
上
で
絶
好
の

映
画『
駆
込
み
女
と
駆
出
し
男
』

（
主
演
：
大
泉
洋
、
２
０
１
５

年
）
が
あ
る
。
井
上
ひ
さ
し
原

作
の
小
説『
東
慶
寺
花
だ
よ
り
』

の
映
画
化
で
、
縁
切
寺
の
御
用

宿
を
舞
台
に
、
離
縁
を
求
め
る

訳
あ
り
女
た
ち
の
人
生
の
再
出

発
を
助
け
る
人
情
劇
が
描
か
れ

る
。
資
料
館
に
貼
ら
れ
て
い
た

映
画
ポ
ス
タ
ー
の
下
に
は「（
同

館
の
）
名
誉
館
長
も
縁
切
寺
監

修
で
関
わ
っ
て
い
ま
す
」
と
い

う
誇
ら
し
げ
な
一
筆
が
添
え
ら

れ
て
い
た
。

　

歴
史
ロ
マ
ン
に
浸
っ
た
あ
と

は
、
地
元
グ
ル
メ
も
楽
し
み
た

い
。
満
徳
寺
の
あ
る
太
田
市

は
、
利
根
川
沿
い
の
肥
沃
な
土

壌
に
恵
ま
れ
て
い
て
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
収
穫
量
を
誇
る

「
大
和
芋
」
の
産
地
で
も
あ
る
。

独
特
の
ね
ば
り
が
好
き
な
人
に

は
、
周
辺
の
和
食
店
で
す
り
お

ろ
し
た
「
と
ろ
ろ
御
膳
」
や
、

肉
と
合
わ
せ
た
「
麦
と
ろ
丼
」、

産
地
だ
か
ら
こ
そ
食
べ
ら
れ
る

「
大
和
芋
の
す
い
と
ん
」
な
ど

が
お
す
す
め
。
近
く
の
ス
ー
パ

ー
や
道
の
駅
で
、
新
鮮
な
大
和

芋
を
買
っ
て
お
土
産
に
す
る
の

も
喜
ば
れ
る
と
思
う
。
心
の
モ

ヤ
モ
ヤ
を
流
し
、
グ
ル
メ
で
お

腹
を
満
た
す
。
き
っ
と
誰
も
が

前
向
き
な
気
持
ち
に
な
れ
る
旅

に
な
る
は
ず
だ
。

　
　
　
（
本
紙
／
高
田
由
起
子
）

群
馬
県
太
田
市  

縁
切
り
寺
・
徳
川
満
徳
寺

江
戸
の
女
性
を
救
っ
た
駆
け
込
み
寺

　

国
際
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

大
会
福
岡
大
会
（IPS 2026 

Fukuoka

）
が
6
月
22
日
か
ら

26
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

登
録
段
階
で
は
41
か
国
・
地
域

の
研
究
者
や
愛
好
家
、
技
術
者

な
ど
約
６
３
０
人
が
参
加
し
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
や
天
文
に
関

す
る
口
頭
発
表
や
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
（
研
究
集
会
）、
基
調
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
、
最
新
研
究

の
発
表
や
知
見
の
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
（International 

Planetarium Society

）
の
大

会
は
、
世
界
中
の
都
市
を
会
場

に
隔
年
で
開
か
れ
て
お
り
、
今

回
で
28
回
目
の
開
催
で
す
。
国

内
開
催
は
１
９
９
６
年
の
大
阪

市
立
科
学
館
で
の
開
催
以
来
30

年
ぶ
り
で
、
私
は
Ｉ
Ｐ
Ｓ
福
岡

大
会
の
組
織
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
と
し
て
協
力
し
、
2
年
前
に

開
催
さ
れ
た
ベ
ル
リ
ン
大
会

に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物
館
会

議
）
に
比
べ
る
と
、
ベ
ン
ダ
ー

（vendor

；
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
・
販
売
す
る
企
業
や
事

業
者
等
）
の
参
加
者
が
多
い
印

象
を
受
け
ま
し
た
。
基
本
的
に

は
機
器
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
機
能
し

ま
せ
ん
の
で
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ア

ン
と
天
文
関
係
研
究
者
、
ベ
ン

ダ
ー
の
方
々
が
一
緒
に
な
っ
て

盛
り
上
げ
て
い
る
国
際
会
議
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。

　

実
は
、
今
回
は
パ
リ
で
開
催

さ
れ
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
諮
問
会

議
・
総
会
と
ち
ょ
う
ど
日
程
が

重
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、

私
は
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
フ
ル
ド

ー
ム
シ
ア
タ
ー
の
み
の
参
加
だ

っ
た
の
で
す
が
、
6
月
22
日
の

開
会
式
に
は
約
４
０
０
０
人

が
出
席
し
、
福
岡
市
科
学
館

名
誉
館
長
で
宇
宙
飛
行
士
の

若
田
光
一
さ
ん
か
ら
の
歓
迎

の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど

が
寄
せ
ら
れ
、
特
別
講
演
を

行
っ
た
同
館
の
矢
原
徹
一
館

長
は
「
国
も
言
葉
も
異
な
る

私
た
ち
が
同
じ
空
を
見
上
げ

る
仲
間
と
し
て
福
岡
に
集
え

た
。
こ
の
出
会
い
と
語
ら
い

が
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
文
化
を

さ
ら
に
豊
か
に
育
て
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
い
る
」
と
話
し
た
と

の
こ
と
で
す
。

　

２
０
１
８
年
3
月
に
福

岡
市
科
学
館
で
世
界
天
文

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

会

議
（Communicating 

Astronomy with the Public 
Conference 2018

；

CAP2018 in Fukuoka

）
が

開
催
さ
れ
。
ち
ょ
う
ど
翌
年

に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
京
都
大
会
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
木
村

か
お
る
さ
ん
（
２
０
２
１ 

〜

２
０
２
２ 

Ｉ
Ｐ
Ｓ
会
長
）
に

お
願
い
し
て
Ｐ
Ｒ
を
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。さ
て
、

こ
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
２
０
１
８
が
、
設

備
や
交
通
網
、
宿
泊
施
設
等
の

周
辺
環
境
が
整
っ
て
い
て
好
評

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｐ
Ｓ

大
会
開
催
に
立
候
補
す
る
こ
と

に
な
り
、
２
０
２
３
年
6
月
に

行
わ
れ
た
選
挙
で
、
ア
メ
リ
カ

の
ア
ラ
バ
マ
州
ハ
ン
ツ
ビ
ル
と

タ
イ
の
チ
ェ
ン
マ
イ
に
競
り
勝

ち
、
開
催
場
所
に
決
ま
っ
た
と

い
う
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｐ
Ｓ
福
岡
大
会
で
は
、「
番

組
制
作
」「
天
文
教
育
」
な
ど

約
２
３
０
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
口
頭
発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
皆
既
日
食

を
テ
ー
マ
に
し
た
神
楽
の
公

演
や
人
気
ア
ニ
メ
と
コ
ラ
ボ

し
た
作
品
投
影
等
も
行
わ
れ
た

た
よ
う
で
す
。
ア
メ
リ
カ
に
は

日
本
を
上
回
る
７
０
０
０
以
上

も
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り

ま
す
。
ぜ
ひ
観
に
行
き
ま
せ
ん

か
？
（
栗
原
祐
司
　
国
立
科
学

博
物
館
副
館
長
）

1

 第 566 回

IPS 福岡大会

https://www.his-usa.com/special/america/?utm_source=nyseikatsu&utm_medium=affiliate_banner&utm_campaign=weekly_ny&utm_content=top_banner
https://www.nyseikatsu.com/portraits/
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８
月
恒
例
の
ピ
ー
ス

展
「PEACE 2026

」

が
７
月
28
日
（
火
）
か

ら
９
月
24
日
（
木
）
ま

で
、
約
２
か
月
間
に
わ

た
り
金
融
街
の
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ

ー
（
メ
イ
デ
ン
レ
ー
ン

80
番
地
14
階
）
で
開
催

さ
れ
る
。
同
展
は
人
類

の
原
爆
投
下
の
記
憶
を

次
世
代
に
引
き
継
ぎ
、

身
近
な
ア
ー
ト
を
通
し

て
平
和
を
考
え
る
草
の

根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
２
０
１
０
年
に
発
足
。

ハ
リ
ケ
ー
ン
や
コ
ロ
ナ

禍
で
止
む
な
く
見
送
っ

た
年
は
あ
っ
た
も
の
の
、

今
年
で
通
算
12
回
目
を

迎
え
る
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
８

月
５
日
（
水
）
午
後
５

時
か
ら
７
時
ま
で
。

　

参
加
作
家
は
、
Ｎ
Ｙ

か
ら
ク
リ
ス
ト
フ
ァ

ー
・
ク
レ
イ
グ
、
バ
シ

リ
ー
ナ
・
デ
ィ
キ
デ
ィ

ジ
ェ
バ
、
古
川
レ
オ
ナ

ー
ト
・
文
香
、
平
之
内 

美
穂
、
廣
瀬
公
美
、
ひ

ゃ
く
だ
か
ず
こ
、
飯
塚

国
雄
、
ヒ
ー
ナ
・
キ
ム
、

久
住
真
理
子
、
松
田
常

葉
、
神
舘
美
会
子
、
佐

治
宣
子
、
竹
田
あ
け
み
、

イ
ズ
渡
辺
の
14
人
、
日

本
か
ら
は
シ
ア
カ
章
子
、

横
山
弥
生
が
出
品
す

る
。
改
装
さ
れ
広
く
な

っ
た
会
場
に
大
型
作
品

を
含
む
約
20
点
が
展
示

さ
れ
る
。
問
い
合
わ
せ
・

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://artspheres.
org

を
参
照
す
る
。

ア
ー
ト
で
平
和
を

考
え
る

第12回 ピース展2026

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
（
Ｊ
Ｓ
）
は
15
日
夕
、
北
米

最
大
の
日
本
映
画
祭
、
第
19

回
「
ジ
ャ
パ
ン
・
カ
ッ
ツ
」
に

て
、
日
米
の
１
５
０
年
以
上
に

わ
た
る
野
球
交
流
を
描
い
た
長

編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『Diamond Diplomacy

（
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ

ー
）』
を
上
映
し
た
。
日
系
米

国
人
の
ユ
リ
コ
・
ガ
モ
ウ
・
ロ

マ
ー
監
督
が
手
掛
け
、
ロ
バ
ー

ト
・
フ
ィ
ッ
ツ
氏
の
著
書
を
原

作
と
し
た
本
作
は
、
球
場
の
内

野
を
意
味
す
る
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
」
と
「
外
交
」
を
掛
け
合
わ

せ
た
タ
イ
ト
ル
。

　

今
や
当
た
り
前
と
な
っ
た
日

本
人
大
リ
ー
ガ
ー
の
扉
を
開
い

た
の
は
、昭
和
39
（
１
９
６
４
）

年
に
日
本
人
初
の
大
リ
ー
ガ
ー

と
な
っ
た
村
上
雅
則
氏（
82
歳
）

だ
。
作
中
で
は
ベ
ー
ブ
・
ル
ー

ス
、
ジ
ョ
ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
、

野
茂
英
雄
、
イ
チ
ロ
ー
、
大
谷

翔
平
ら
新
旧
レ
ジ
ェ
ン
ド
が
登

場
。
明
治
維
新
後
の
野
球
を
受

け
入
れ
た
背
景
や
戦
前
の
米
球

界
の
人
種
差
別
、
第
二
次
世
界

大
戦
中
の
日
本
人
強
制
収
容
所

で
の
野
球
事
情
な
ど
、
歴
史
の

知
ら
れ
ざ
る
真
実
を
浮
き
彫
り

に
す
る
。

　

上
映
後
の
質
疑
応
答
に
は
村

上
氏
、
ロ
マ
ー
監
督
、
フ
ィ
ッ

ツ
氏
が
登
壇
。
監
督
は
資
金
繰

り
の
苦
労
や
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際

交
流
の
重
要
性
を
力
強
く
語

り
、
村
上
氏
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
で
イ
チ
ロ
ー
氏
に
会
っ

た
際
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し

て
会
場
の
笑
い
を
誘
っ
た
。
終

盤
に
は
ク
イ
ー
ン
ズ
在
住
の
マ

イ
ケ
ル
・
キ
ー
ニ
ー
氏
が
登
壇

す
る
サ
プ
ラ
イ
ズ
も
あ
っ
た
。

18
歳
の
時
に
シ
ェ
イ
ス
タ
ジ
ア

ム
で
村
上
投
手
が
放
っ
た
フ
ァ

ウ
ル
ボ
ー
ル
を
キ
ャ
ッ
チ
し
、

長
年
保
管
し
て
い
た
現
物
を
本

人
へ
手
渡
す
と
、
場
内
は
大
き

な
拍
手
と
声
援
に
包
ま
れ
た
。

　

本
作
は
今
後
、
米
国
内
で
の

配
給
を
は
じ
め
、
日
本
で
の
劇

場
公
開
や
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。

　
　
（
菊
楽
め
ぐ
み
、
写
真
も
）

村
上
雅
則
さ
ん
登
壇

日
本
人
初
の
大
リ
ー
ガ
ー

日米野球交流描く
ジャパン・カッツで上映

Vassilina Dikidjieva, 
Beslan 2004-The Massacre of the Innocents

Kunio Iizuka, 
Untitled

Miho Hiranouchi, 
In the Garden

Mieko Mitachi, 
Reciprocal Refl ection #2

左から司会のスモール氏、村上氏、ロマー監督、原作のフィッツ氏

62年間、大切に保管していたキー
ニー氏 (左 )と球を見つめる村上氏

https://shopnyseikatsu.com/
https://artspheres.org
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EVENT
■ NYCレストランウィーク＝ 7/20～ 8/16   市内
各参加レストラン　市内数百軒のレストランで特別
価格のプリフィックス・メニューが楽しめる年に
2回の美食イベント。ランチやディナーのコースが
30ドル、45ドル、60ドルの均一料金でお得に体験
できる。参加店のリストやメニュー、予約は公式サ
イトから。
詳 細 は https://www.nyctourism.com/restaurant-
week/
■マウントフジ「夏祭り」＝ 8/2　14:30 NY州ヒ
ルバーンの山の上にある巨大な日本建築のレストラ
ンによる毎年恒例イベント。有名シェフらが手がけ
るフードコーナーや氷彫刻家の実演、日本のお祭り
ゲーム、さまざまなパフォーマンスのほか、夜には
幻想的なスカイランタンフェスティバルも実施。入
場料：＄30、3～ 10歳は＄18。
詳細は https://www.mtfujirestaurants.com/
■ Shoppe Object ＝ 8/2 ～ 8/4　Starrett-Lehigh 
Building（11th Ave, 27th St.）ホームデコ（インテ
リア雑貨）、デザインギフト、ライフスタイル雑貨、
ジュエリー、アパレルなど、世界中から厳選された
850以上のインディペンデントで洗練されたブラン
ドが集まるデザイン系トレードショー。日本からも
多くの製品が出展する。
詳 細 は https://shoppeobject.com/new-york-city-
show

THEATRE/DANCE 
■イントレピッド海上航空宇宙博物館の無料映画上
映会＝ 7月と 8月の最終金曜　Pier 86（W 46th St 
and 12th Ave）上映映画は、7/31『ナショナル・ト
レジャー（National Treasure）』、8/28『アメリカ物
語 2/ファイベル西へ行く（An American Tail: Fievel 
Goes West）』。ハドソン川の風に吹かれながら、船
の甲板で夜景と映画を同時に楽しめる夏の恒例イベ
ント。入場無料・予約不要だが混雑必至なので早め
の到着を推奨する。入場開始は 18時、映画は日没

後にスタート。
詳 細 は https://intrepidmuseum.org/free-movie-
night-series
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク＝ 8/23まで　
Delacorte Theater in Central Park　後半の 7/25～
8/23は、晩年のシェイクスピアによる悲劇と喜劇、
そして赦しと再生が混ざり合った独特な戯曲『冬物
語（The Winter’s Tale）』を上演する。入場無料だが
要チケット。
詳細は https://publictheater.org/free-shakespeare-
in-the-park

ART
■ 画 家・ 依 田 寿 久 の 個 展「Toshihisa Yoda: 
Continuum, 1967–Today」＝ 8/7まで  NowHere（40 
Lispenard St, ）1960年代から現在までの依田の制
作を 30点の作品を通して紹介する。展覧会は 2部
構成で、前期「1960s–1990s」（6/4～ 7/2）、後期
「2000s–Today」（7/9～ 8/7）として開催。依田は
色彩の重なりや反復的な筆致、瞑想的な構成を特徴
とし、日本的感性とニューヨークの都市的風景が重
なり合う独自の作品世界を築いている。入場無料。
詳細は https://nowhere-nyc.com
■加藤亮太郎の陶芸展＝ 8/28まで　Joan B Mirviss 
LTD（39 E 78th St, Suite 401）岐阜県美濃地方、多
治見市にある名門「幸兵衛窯」の 8代当主で、人間
国宝の祖父を持つ陶芸家の加藤氏による個展。オブ
ジェや花器、水指、書作品等を展示する。入場無料、
完全予約制。
詳細は https://www.mirviss.com/

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
写
真

家
・
植
山
慎
太
郎
に
よ
る
日

本
で
の
初
個
展
「Moon in 

New York

」
が
、
年
8
月
19

日
（
水
）
か
ら
23
日
（
日
）
ま

で
大
阪
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
Ｓ
Ｉ

Ｏ
（
大
阪
市
中
央
区
南
船
場
１

丁
目
３
ー
26
）で
開
催
さ
れ
る
。

２
０
１
１
年
か
ら
15
年
間
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
街
並
み
と
月
を

テ
ー
マ
に
、
都
市
の
中
で
生
ま

れ
る
一
瞬
の
光
景
を
追
い
続
け

て
き
た
「Supermoon

」
シ

リ
ー
ズ
。

　

本
展
で
は
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス

テ
ー
ト
ビ
ル
を
は
じ
め
と
す
る

Ｎ
Ｙ
の
象
徴
的
な
風
景
と
月
の

記
憶
を
通
し
て
、
都
市
で
暮
ら

す
人
々
の
心
に
残
る
時
間
を
表

現
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
延

期
を
経
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

生
ま
れ
た
15
年
間
の
月
の
物
語

を
日
本
で
初
め
て
紹
介
す
る
。　

　

植
山
さ
ん
は「
開
催
期
間
中
、

一
時
帰
国
な
ど
で
日
本
に
い
ら

っ
し
ゃ
る
方
、
ま
た
大
阪
へ
お

越
し
い
た
だ
け
る
方
は
、
ぜ
ひ

作
品
を
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
嬉

し
い
で
す
。
皆
さ
ま
と
お
会
い

で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。
入

場
無
料
。
回
廊
時
間
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
７
時
。
19
日
と
23

日
は
午
後
４
時
ま
で
。

写
真
家
の
植
山
さ
ん

大
阪
で
日
本
初
個
展
開
催

８
月
19
日
か
ら
「
Ｎ
Ｙ
の
月
」

　

ジ
ャ
ズ
に
は
ピ
ア
ノ
・
ト
リ

オ
と
い
う
形
態
用
語
が
あ
る
。

名
前
が
示
す
通
り
、
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
ピ
ア
ニ
ス
ト
が
牽
引
役

と
な
り
ベ
ー
シ
ス
ト
、
ド
ラ
マ

ー
を
先
導
し
演
奏
を
進
行
す
る

タ
イ
プ
。
そ
れ
と
は
異
な
り
、

3
人
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
ほ

ぼ
均
等
の
バ
ラ
ン
ス
で
曲
の
演

奏
を
担
い
、
サ
ウ
ン
ド
を
創
り

上
げ
て
い
く
タ
イ
プ
も
あ
る
。

　

6
月
に
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ヴ
ァ

ン
ガ
ー
ド
で
観
た
フ
レ
ッ
ド
・

ハ
ー
シ
ュ
の
ラ
イ
ブ
は
後
者
の

方
だ
ろ
う
。
ベ
ー
ス
の
ド
リ
ュ

ウ
・
グ
レ
ス
、
ド
ラ
ム
の
ピ
ー

タ
ー
・
ア
ー
ス
キ
ン
は
と
も
に

リ
ー
ダ
ー
・
ア
ル
バ
ム
を
複
数

枚
出
す
、
ベ
テ
ラ
ン
か
つ
凄
腕

の
人
た
ち
だ
。
ア
ー
ス
キ
ン
に

至
っ
て
は
、
あ
の
ウ
ェ
ザ
ー
・

リ
ポ
ー
ト
に
も
4
年
間
在
籍
し

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

　

と
は
い
え
、
演
奏
を
仕
切
る

の
が
ピ
ア
ノ
の
ハ
ー
シ
ュ
で
あ

る
の
に
変
わ
り
は
な
い
。
70
年

代
末
に
デ
ビ
ュ
ー
し
て
以
来
積

み
上
げ
て
き
た
テ
ク
ニ
ッ
ク

と
、
出
演
数
が
多
い“

根
城”

の
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
に
お
け
る
経

験
を
も
と
に
ス
テ
ー
ジ
を
ま
と

め
上
げ
る
。
彼
の
先
導
に
合
わ

せ
、
息
の
あ
っ
た
イ
ン
タ
ー
プ

レ
イ
で
グ
レ
ス
と
ア
ー
ス
キ
ン

も
応
じ
て
い
た
。

　

ビ
バ
ッ
プ
か
ら
前
衛
ま
で
幅

広
い
ジ
ャ
ズ
を
手
が
け
る
ハ
ー

シ
ュ
の
ラ
イ
ブ
に
は
以
前
も
足

を
運
ん
だ
が
、
私
に
と
っ
て
楽

し
み
の
ひ
と
つ
は
カ
バ
ー
曲
の

演
奏
で
あ
る
。
こ
の
日
も
ソ
ニ

ー
・
ロ
リ
ン
ズ
や
オ
ー
ネ
ッ
ト
・

コ
ー
ル
マ
ン
と
と
も
に
、
ジ
ミ

ー
・
ウ
ェ
ブ
の
名
作
〈
ウ
ィ
チ

タ
・
ラ
イ
ン
マ
ン
〉
を
取
り
上

げ
、
斬
新
な
解
釈
と
演
奏
ス
タ

イ
ル
を
披
露
し
た
。

　

ハ
ー
シ
ュ
の
元
で
ジ
ャ
ズ
・

ピ
ア
ノ
を
学
ん
だ
ブ
ラ
ッ
ド
・

メ
ル
ド
ー
も
ま
た
、
ピ
ア
ノ
・

ト
リ
オ
で
カ
バ
ー
曲
を
演
奏
す

る
。
本
連
載
で
も
取
り
上
げ
た

〈
サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
ッ
ド
〉
の

よ
う
に
、
同
じ
バ
ラ
ー
ド
で
も

一
音
一
音
の
響
き
を
強
調
す
る

メ
ル
ド
ー
に
対
し
、
ハ
ー
シ
ュ

は
音
の
「
流
れ
」
に
重
き
を
お

ピ
ア
ノ
・
ト
リ
オ 新元良一　No. 16

く
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
優
劣
の

問
題
で
は
な
い
。
だ
が
流
れ
の

あ
る
ジ
ャ
ズ
に
は
、
聴
く
側
が

直
に
体
感
で
き
る
心
地
良
さ
が

あ
る
。
名
う
て
の
プ
レ
イ
ヤ
ー

3
人
に
よ
る
互
い
を
理
解
し
合

う
演
奏
に
身
を
任
せ
れ
ば
、
現

実
世
界
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
。
こ
の
夜
の
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド

に
は
、
そ
ん
な
空
気
が
漂
っ
て

い
た
。

（
に
い
も
と
・
り
ょ
う
い
ち
、

作
家
、
Ｎ
Ｙ
在
住
）

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/toko/senkyo/index.html
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://publictheater.org/free-shakespeare-in-the-park
https://nowhere-nyc.com
https://www.mirviss.com/
https://www.nyctourism.com/restaurant-week/%E2%96%A0%E3%83%9E%E3%82%A6%E3%83%B3%E3%83%88%E3%83%95%E3%82%B8%E3%80%8C%E5%A4%8F%E7%A5%AD%E3%82%8A%E3%80%8D%EF%BC%9D
https://www.nyctourism.com/restaurant-week/
https://www.mtfujirestaurants.com/
https://shoppeobject.com/new-york-city-showTHEATRE/DANCE
https://shoppeobject.com/new-york-city-show
https://intrepidmuseum.org/free-movie-night-series



